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主 な 内 容

　
省
エ
ネ
対
策
と
し
て
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
に
植
栽
し
た
ゴ
ー
ヤ
も
、

花
が
咲
き
終
わ
る
と
大
き
な
実
が
な

り
、
食
材
と
し
て
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
料
理
と
し
て
は
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ

ル
ー
が
有
名
で
す
が
、
今
回
、
鶏
ひ

ラ
ス
　
人
が
、
文
化
ホ
ー
ル
北
側
の

64

駐
車
場
周
り
に
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
を
植

え
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
や
や
風

が
あ
っ
た
も
の
の
立
っ
て
い
る
だ
け

で
も
汗
が
出
て
く
る
陽
気
で
し
た
が
、

生
徒
の
み
な
さ
ん
は
一
株
一
株
丁
寧

に
土
を
掘
り
植
え
付
け
作
業
を
行
い
、

約
1
時
間
後
に
は
き
れ
い
な
花
壇
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
厳
し
く
な
る
暑
さ
に
向

か
っ
て
、
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
は
日
々
、

花
の
数
を
増
や
し
な
が
ら
カ
ラ
フ
ル

な
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う
な
花
壇
と

な
っ
て
市
民
の
み
な
さ
ん
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
梅
雨
の
合
間
の
去
る
6
月
　
日
、

21

今
年
も
印
西
中
学
校
の
1
年
生
2
ク

 印
西
中
1
年
生
が
ポ
ー
チ
ュ
ラ
カ
を
植
栽

★肉詰め焼き1人分の栄養価★
エネルギー74kcal、たんぱく質6.6g、
脂質2.2ｇ、カルシウム15mg、塩分0.9ｇ

★メンチカツ1人分の栄養価★
エネルギー191kcal、たんぱく質8.6g、脂
質11.7ｇ、カルシウム21mg、塩分0.4ｇ

き
肉
を
使
っ
た
料
理
を
2
品
紹
介
し

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
ゴ
ー
ヤ
の
実
を
使
っ
た
料
理
　10

品
程
度
の
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　材料（4人分）
　ゴーヤ1本（200ｇ程度）、 小麦粉少々、
鶏ひき肉100ｇ、Ａ（玉ねぎ1／4個、
生シイタケ2枚、酒・かたくり粉各小さ
じ1と1／2、しょうゆ小さじ1、だし汁
1／2カップ）、Ｂ（ポン酢大さじ2、レ
モン果汁大さじ1、サラダ油）。
　作り方
①ゴーヤは3等分し中心をくりぬき、小
麦粉をふる。
②Ａをボールで練る。
③●1 の中心に②を詰めて、1.5唖幅くら
いの輪切りにし、周りに小麦粉をまぶす。
④フライパンに油を敷き、●3 に表面が色
づく程度に両面を焼く。Ｂをまわしかけ、
水分がなくなるまで弱火で煮詰める。
※③の輪切りにした状態に小麦粉・卵・
パン粉をつけメンチカツにしてもおいし
く食べられます。

 グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
に
実
っ
た
ゴ
ー
ヤ
を
料
理
に

　
7
月
5
日
峨
と
6
日
我
、
携
帯
用
簡
易
測
定

器
を
用
い
て
、
市
職
員
が
大
気
中
の
放
射
線
量

の
測
定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
測
定
値
（
下
表
参
照
）
は
い
ず
れ
も
、
文
部

科
学
省
に
よ
る
子
ど
も
の
屋
外
活
動
を
制
限
す

る
暫
定
的
な
目
安
の
空
間
放
射
線
量
3
・
8
μ

Ｓ
ｖ
／
h
（
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間
）、

土
壌
に
関
す
る
放
射
線
量
低
減
策
を
実
施
す
る

場
合
の
指
標
の
空
間
放
射
線
量
1
・
0
μ
Ｓ
ｖ

／
h
（
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
間
）
を
下

回
り
ま
し
た
（
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。

※
今
後
も
、
携
帯
用
簡
易
測
定
器
に
よ
り
市
職

員
が
測
定
し
参
考
値
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

各
支
所
・
出
張
所
で
掲
示
し
公
表
し
ま
す
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内
線
3
6
1

～
3
6
3
）。

砂場校庭
測定日学校名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.2460.2960.3320.2280.2380.3107/5木下小学校1
0.4710.4670.5020.4120.4070.4767/6小林小学校2
0.3110.3040.2730.2230.2100.2247/5大森小学校3
0.2400.1790.1480.2650.2450.2807/5船穂小学校4
0.3760.3690.3490.3570.3580.3367/6永治小学校5
0.3590.3760.4200.2530.2370.2237/6木刈小学校6
0.3130.3710.4100.1390.1460.1427/5内野小学校7
0.3320.3460.3610.2140.2040.2027/5原山小学校8
0.4900.5040.5580.3200.3260.3507/5小林北小学校9
0.3320.3380.4230.3170.3500.3757/6小倉台小学校10
0.2520.2390.2400.1950.2050.2077/5高花小学校11
0.2300.2550.2950.2000.1960.2517/5西の原小学校12
0.2680.3000.3300.2140.2440.2547/5原小学校13
0.2920.2920.2810.3390.3460.4017/6六合小学校14
0.1900.1810.1520.1210.1220.1307/5宗像小学校15
0.1390.1280.0890.1250.1390.1277/5平賀小学校16
0.4550.4850.6090.1200.1230.1307/5いには野小学校17
0.3200.3220.2800.1530.1450.1477/5本埜第一小学校18
0.2530.2400.2070.1820.1680.1437/5本埜第二小学校19
0.3500.4010.6350.1370.1170.1327/5滝野小学校20
0.3940.3680.2520.4010.4170.4297/6印西中学校21
0.3130.3390.3150.2190.2220.2617/5船穂中学校22
0.4370.4780.5680.2340.2450.2787/6木刈中学校23
0.4530.4730.5000.2430.2530.2887/6小林中学校24
0.3170.2880.2440.2340.2230.2307/5原山中学校25
0.2620.2800.2660.2320.2430.2527/5西の原中学校26
0.2000.1860.1610.1550.1440.1327/5印旛中学校27
0.4280.4740.6600.3180.3140.2747/6本埜中学校28
0.2930.2980.3430.1540.1600.1687/5滝野中学校29

砂場園庭
測定日園名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.3180.3310.3610.2700.2490.2587/5大森幼稚園30
0.3150.3700.4830.2230.2200.2687/5瀬戸幼稚園31
0.4270.4370.3750.3730.4150.5137/6もとの幼稚園32
0.2630.2570.2420.1970.1710.1877/5木下保育園33
0.2070.1880.1860.1730.1830.1907/5大森保育園34
0.1760.1420.1330.1230.1280.1167/5内野保育園35
0.3700.4480.5160.1810.1850.2057/5木刈保育園36
0.2400.2300.1780.2600.2680.3137/5高花保育園37
0.3730.4440.5890.1730.1720.2107/5西の原保育園38
0.1710.1960.1730.2060.1980.2487/5もとの保育園39

屋上駐車場
測定日施設名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.2940.2700.3670.2490.2440.2927/5印西市役所40
0.0970.1070.1290.2240.2290.2917/5印旛支所41
0.1050.0970.1030.3090.3130.4097/5本埜支所42

砂場公園の中心
測定日公園名№

100唖50唖5唖100唖50唖5唖
0.2980.2980.2900.4610.4850.5387/5大塚前公園43
0.3130.2880.2510.3080.3220.3227/5印旛中央公園44
0.3840.3820.3780.3810.3930.4417/5大門下児童公園45
―――0.3620.3740.4147/5松山下公園46
―――0.3250.3200.3687/5草深公園47
―――0.2730.2710.3197/5滝野公園48

単位：詐Sｖ/ｈ＝マイクロシーベルト/時間
※今回の測定に使用した測定機器は、5月31日～6月
3日に検査機関が使用したもの〔Nal(TI)シンチレー
ションサーベイメータTCS-161（アロカ株式会社製）〕
とは違います。
今回：ラディ（PA-1000）（珂堀場製作所製）

 市
内
　
カ
所
の
空
間
放
射
線
量
の
測
定
結
果
 

48  健
康
に
与
え
る
影
響
な
ど

　
　
放
射
線
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

【
放
射
線
測
定
に
つ
い
て
】

価
放
射
線
が
健
康
に
与
え
る
被
害
は

ど
の
程
度
か
。

憶
独
立
行
政
法
人
放
射
線
医
学
総
合

研
究
所
の
専
門
機
関
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、
市
内
で
の
測
定
値
は
健
康
に

影
響
を
与
え
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

表
し
て
い
ま
す
。

価
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
、
測
定
結
果
は
ど
こ
で

確
認
す
れ
ば
よ
い
か
。

憶
各
支
所
・
出
張
所
で
掲
示
し
て
い

ま
す
。

【
土
壌
除
去
な
ど
に
つ
い
て
】

価
校
（
園
）
庭
、
砂
場
、
公
園
の
土

壌
除
去
・
除
染
は
行
わ
な
い
の
か
。

憶
校
（
園
）
庭
、
砂
場
、
公
園
の
土

壌
処
理
は
、
定
期
的
に
放
射
線
量
の

測
定
を
行
い
ま
す
。
除
去
や
除
染
に

価
今
後
の
放
射
線
測
定
予
定
は
。

憶
　
カ
所
の
う
ち
、
定
点
　
カ
所

48

16

（
※
測
定
結
果
を
注
視
し
選
定
）
に

つ
い
て
は
週
1
回
、　
カ
所
に
つ
い

32

て
は
、
月
2
回
、
市
職
員
が
簡
易
測

定
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、　
カ
所
の
ほ
か
測
定
を

48

行
っ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
随
時
公

関
す
る
具
体
的
な
対
応
に
つ
い
て
は
、

早
急
に
対
応
手
引
き
を
出
す
よ
う

国
・
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

【
学
校
給
食
に
つ
い
て
】

価
給
食
セ
ン
タ
ー
で
使
用
し
て
い
る

食
材
の
産
地
は
公
開
し
な
い
の
か
。

憶
現
在
、
学
校
給
食
で
使
用
す
る
食

材
は
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
も
の
を

使
用
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
生
鮮
食
品
に
つ
い
て
は
、
よ

り
新
鮮
な
も
の
を
提
供
す
る
観
点
か

ら
、
調
理
日
の
搬
入
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
産
地
に
つ
い
て
は
、

事
前
に
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
使
用
し
た
食
材
の

産
地
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

※
2
ペ
ー
ジ
へ
続
く
。

　
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
発
生
以
来
、
放
射
線
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
主
な
問
い
合
わ
せ
と

そ
の
回
答
を
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
掲
載
し
ま
す
。

戦 争 の な い 平 和 な 世 界 へ

耕 作 放 棄 地 を 解 消 し よ う

平成２２年度市民参加手続きの実施状況

印西市民号による「紅葉と温泉の旅」

住 宅 手 当 緊 急 特 別 措 置 事 業

…２

…３

…３

…４

…６

胸
公
園
利
用
上
の
注
意
点
胸

　
目
安
と
な
る
放
射
線
量
は
下
回
っ
て
い
ま
す
が
、

公
園
利
用
時
に
は
、
次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
公
園
で
遊
ん
だ
後
は
手
洗
い
・
う
が
い
を
す
る
。

▼
土
や
砂
は
口
に
入
れ
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
。

▼
土
や
砂
が
口
に
入
っ
た
場
合
に
は
、
よ
く
う
が

　
い
を
す
る
。

■問 
都
市
整
備
課
管
理
班
（
緯
内
線
7
4
7
）。
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※
1
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
。

【
農
産
物
に
つ
い
て
】

価
農
産
物
の
放
射
性
物
質
検
査
は
行

う
の
か
。

憶
継
続
的
に
千
葉
県
と
協
力
し
て
実

施
し
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
支
所
・

出
張
所
な
ど
で
公
開
す
る
と
と
も
に
、

検
査
品
目
や
検
体
数
の
増
加
を
千
葉

県
に
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

【
健
康
な
ど
に
つ
い
て
】

価
放
射
線
を
低
下
さ
せ
る
調
理
法
は

あ
る
か
。
煮
た
り
ゆ
で
た
り
す
れ
ば

よ
い
か
。

憶
放
射
線
は
加
熱
で
は
分
解
さ
れ
な

い
の
で
、
煮
た
り
焼
い
て
も
効
果
は

あ
り
ま
せ
ん
。
十
分
な
水
で
洗
い
流

す
、
ゆ
で
こ
ぼ
す
こ
と
は
効
果
が
あ

り
ま
す
。

価
震
災
発
生
時
か
ら
ず
っ
と
東
北
地

方
に
滞
在
し
て
い
た
。
内
部
被
ば
く

が
気
に
な
る
の
で
、
専
門
の
相
談
機

関
や
放
射
線
量
検
査
が
で
き
る
機
関

を
教
え
て
欲
し
い
。

憶
放
射
線
被
ば
く
の
健
康
窓
口
と
し

て
放
射
線
医
学
総
合
研
究
所
（
緯
0

4
3
―
2
9
0
―
4
0
0
3
・
対
応

平成23年（2011）８月1日号（2）

　６月１日付けで、自衛官募集相談員として、次の３人が
委嘱されました。
　自衛官募集相談員は、安定した入隊者の確保と募集基盤
の充実を図るため、自衛官募集の協力や広報活動などを行
います。
　任期は２年。市長と自衛隊千葉地方協力本部長が連名
で委嘱します。
　なお、今回の委嘱により市の相談員は4人となります。
【今回委嘱された相談員】―敬称略―
佐瀬知于（草深）、大野恒（草深）、尾下和憲（高花）
■問 総務課総務法規班（緯内線437）、自衛隊千葉地方協力本
部柏募集案内所（緯04―7163―6884）。

　自衛官募集相談員を
新たに委嘱

▲佐瀬知于氏 ▲大野恒氏 ▲尾下和憲氏

 
戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
へ

　
　
　
祈
り
と
と
も
に
響
く
鐘
の
音

佳
作
5
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
入
賞
者
の
み
な
さ
ん
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

【
最
優
秀
賞
】

　
西
尾
春
菜
（
印
旛
中
3
年
）

【
優
秀
賞
】

　
山
﨑
萌
（
印
旛
中
3
年
）

　
綿
貫
桃
花
（
印
旛
中
3
年
）

【
佳
作
】

　
式
中
で
、
原
爆
投
下
の
同
時
刻
に
、

1
分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
て
い
ま

す
。

胸
広
島
市
…
8
月
6
日
臥
・
午
前
8

時
　
分
。

15
胸
長
崎
市
…
8
月
9
日
峨
・
午
前
　11

時
2
分
。

怯
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

パ
ネ
ル
展

　
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
や
戦
争
の
悲
惨

さ
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
平
和
へ
の
気
持
ち
を
は
ぐ

く
も
う
と
、
ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ
キ

の
原
爆
パ
ネ
ル
を
展
示
し
ま
す
。

怯
非
核
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た
標

語　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
平

和
の
大
切
さ
や
そ
の
意
味
を
考
え
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
募
集
し
た

「
非
核
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
た
標

語
」
の
入
賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
市
内
中
学
校
か
ら
2
5
8
点
も
の

応
募
が
あ
り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

最
優
秀
賞
1
作
品
、
優
秀
賞
2
作
品
、

世
界
の
恒
久
平
和
へ
の
願
い
を

込
め
て

　
毎
年
、
8
月
　
日
は
「
戦
没
者
を

15

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
と
し

て
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
数

多
く
の
人
々
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈

念
す
る
た
め
、
政
府
主
催
の
全
国
戦

没
者
追
悼
式
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
　
市
で
も
、
8
月
　
日
俄
・
正
午
か

15

ら
市
役
所
玄
関
前
に
お
い
て
「
印
西

平
和
の
鐘
」
を
突
き
、
1
分
間
の
黙

と
う
を
さ
さ
げ
ま
す
。
平
和
の
鐘
の

音
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
戦
争
で
亡

く
な
ら
れ
た
人
を
追
悼
し
、
ま
た
世

界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
黙
と
う
を

さ
さ
げ
た
い
と
希
望
さ
れ
る
人
は
、

ぜ
ひ
、
当
日
正
午
ま
で
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
被
爆
地
の
広
島
市
と
長
崎

市
で
は
、
毎
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原
爆

死
没
者
の
慰
霊
式
と
平
和
祈
念
式
典

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
目
黒
優
依
（
印
西
中
3
年
）

　
米
井
陽
香
（
印
西
中
3
年
）

　
田
﨑
陽
（
小
林
中
3
年
）

　
佐
藤
み
な
み
（
印
旛
中
3
年
）

　
香
取
裕
夏
（
印
旛
中
3
年
）

　
入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
原
爆
パ

ネ
ル
展
に
併
せ
て
展
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
（
期
間
な
ど
は
上
表
参

照
）。
　
原
爆
の
恐
ろ
し
さ
は
、
人
類
に

と
っ
て
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

記
憶
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

怯
印
西
平
和
の
鐘

　
印
西
平
和
の
鐘
は
、
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
の
故
香

取
正
彦
氏
が
、
父
・
秀
真
氏
の
出
生

地
で
あ
る
印
西
へ
の
記
念
と
し
て
、

生
前
制
作
に
取
り
組
み
、
平
成
3
年

2
月
に
、
ご
遺
族
よ
り
市
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
（
左
上
最
下
段
写
真
）。

　
こ
の
鐘
は
、
日
本
恒
久
平
和
の
象

徴
「
広
島
平
和
の
鐘
」
と
同
じ
鐘
で
、

鐘
の
正
面
に
は
故
吉
田
茂
首
相
の
筆

に
よ
る
「
平
和
」
の
2
文
字
が
刻
ま

れ
、
撞
座
の
左
右
に
は
瑞
鳥
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

※
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
に
常
設
展
示

し
て
い
ま
す
。

怯
非
核
平
和
都
市
宣
言

　
世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
の
共

通
の
願
い
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
世
界
で
唯
一

の
核
被
爆
国
に
生
き
る
我
々

は
、
再
び
こ
の
地
球
上
に

「
広
島
」、「
長
崎
」
の
惨
禍
が

繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い

よ
う
強
く
望
む
も
の
で
あ
る
。

　
印
西
市
は
、
戦
後
　
年
目

50

の
年
に
当
た
り
、
核
兵
器
が

こ
の
地
球
上
か
ら
全
て
廃
絶

さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
世
界

の
恒
久
平
和
を
確
立
す
る
た

め
、
こ
こ
に
「
非
核
平
和
都

市
」
を
宣
言
す
る
。

■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯

4
3
6
・
4
3
7
）。

滑
式
典
の
中
「
印
西
平
和
の

鐘
」
を
撞
く
山
﨑
山
洋
市
長

（
写
真
は
昨
年
度
の
も
の
）

胸ヒロシマ・ナガサキ原爆写真パネル展展示期間など胸

展示場所展示期間

印西市役所（大森）1階ロビー
8月1日俄～8月15日俄

中央駅前センター（中央南）1階ロビー

印旛支所（美瀬）1階ロビー
8月16日峨～8月31日我

本埜支所（笠神）1階ロビー

※それそれの施設の休館日は除きます

滑故 香取正彦氏（人
間国宝）の手による
「印西平和の鐘」

　３月１１日に発生した東日本大震災に伴う福島第一原子力
発電所の事故により、市内においても放射線が検出されてい
ます。
　このような状況から、放射線が人体に与える影響について、
独立行政法人放射線医学総合研究所から講師を招き、講演会
を開催します（講演内容は、1回目と同じ内容です）。
　なお、当日は質疑応答を設けておりますが、限られた時間
のため、事前に質問を受け付けし、講演会で回答することと
しますので、環境保全課までご連絡ください。
■時 8月27日臥・午後1時30分～。
■場 市役所3階大会議室。
■定 250人（先着順）。
◆講師…吉本泰彦氏（独立行政法人放射線医学総合研究所・
放射線防護研究センター上席研究員）。
※質問受付… 8月22日俄（必着）までに電話・FAX・メー
ルで下記へ。
■問 環境保全課環境指導班(緯内線361、362・胃碓42 5339・■メール 
kankyouka@ml.city.inzai.chiba.jp)。

「放射線が人体に与え「放射線が人体に与えるる
影響について影響について」」

第2回講演　　　　　　　　　　　　　第2回講演会会

非核平和都市宣非核平和都市宣言言
　世界の恒久平和は、人類の共通の願いである。
　とりわけ、世界で唯一の核被爆国に生きる
我々は、再びこの地球上に「広島」、「長崎」の惨
禍が繰り返されることのないよう強く望むもの
である。
　印西市は、戦後50年目の年に当たり、核兵器
がこの地球上から全て廃絶されることを願い、
世界の恒久平和を確立するため、ここに「非核平
和都市」を宣言する。

平成7年10月11日宣言

時
間
午
前
9
時
～
午
後
5
時
）
が
あ

り
ま
す
。
検
査
も
含
め
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

【
放
射
線
な
ど
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
窓
口
】

煙
大
気
中
の
放
射
線
測
定
に
つ
い
て

…
環
境
保
全
課
環
境
指
導
班
（
緯
内

線
3
6
1
～
3
6
3
）。

煙
学
校
・
幼
稚
園
・
学
校
プ
ー
ル
・

学
校
給
食
に
つ
い
て
…
指
導
課
指
導

班
（
緯
内
線
5
3
1
～
5
3
4
）。

煙
保
育
園
に
つ
い
て
…
保
育
課
保
育

班
（
緯
内
線
2
2
1
～
2
2
3
）。

煙
公
園
に
つ
い
て
…
都
市
整
備
課
管

理
班
（
緯
内
線
7
4
6
・
7
4
7
）。

煙
農
作
物
に
つ
い
て
…
農
政
課
振
興

班
（
緯
内
線
3
7
5
・
3
7
6
）。

煙
健
康
相
談
に
つ
い
て
…
健
康
増
進

課
（
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内
・
緯
碓42 

5
5
9
5
）。
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　7月に発行されたマン
ション情報誌『SUUMO』
に、千葉県内の新築マン
ションの供給がある自治
体を対象とした、「子育
て街ランキング」が特集
されていました。ランキ
ングの項目は、「公園」

「医療」「保育」「教育」と4つの分野が設けられ、
印西市は2つの項目で1位に位置づけされました。
　そのひとつは「保育所の保育料が安い街は」で、
所得税が年額30万円の世帯で3歳未満の子ども1
人が通園するケースの月額を比較したものです。も
うひとつは「小学校教員の数が充実している街は」
で、児童100人当たりの小学校教員数に基づいて評
価されたものでした。1位以外では、「子ども医療費
の助成が充実している街は」で2位、「人口当たり
の公園数が多い街は」で3位という位置づけで、各
分野でおおむね高い評価を受けています。
　調査対象が限られているとはいえ、子育てに関す
るランキングが高いことはよろこばしいことであり
ますが、課題がないわけではありません。保育に関
しては、千葉ニュータウン区域内で乳幼児数が増加
し保育需要が高まっており、希望する保育園に入れ
ない状況になっています。
　また、就労形態の多様化に伴い、延長保育・休日
保育・一時預かり・病児病後児保育など多様な保育
サービスに対応する必要性が高まっています。
　8月からは児童医療費助成制度の対象が、中学3
年生まで拡大しますが、子ども医療費助成制度など
についても、手続きの簡易化や、児童医療費助成を
より受けやすくするなどサービス向上すべき点もあ
ります。
　今後も子育てに関する施策の充実に努め、「子育
てしやすいまち印西」を広められればと考えていま
す。　

胸
市
民
意
見
公
募
手
続
き
（
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）
…
実
施
回
数
6

回
、
参
加
総
数
　
人
。

50

胸
市
民
会
議
手
続
き
…
実
施
回
数
　11

回
、
参
加
総
数
1
1
2
人
。

胸
審
議
会
等
手
続
き
…
実
施
回
数
1

7
0
回
、
参
加
総
数
1
街
2
1
2
人
。

【
主
な
実
施
予
定
】

▼
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
行
政
改
革

実
施
計
画
の
策
定
…
市
民
意
見
公
募

手
続
き
、
審
議
会
等
手
続
き
。

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
積

極
的
に
市
政
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
に
意
見
を
反
映
さ
せ
、
魅
力

と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
市
民
参
加
条
例
を
制
定
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
の
市
民
参
加
手
続
き

22

の
実
施
状
況
、
平
成
　
年
度
の
実
施

23

予
定
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
実
施
状
況
】

　
市
民
参
加
手
続
き
を
実
施
し
た
対

象
事
業
数
は
、　
事
業
で
　
件
と

50

60

な
っ
て
お
り
、
主
な
も
の
は
「
印
西

市
民
憲
章
お
よ
び
市
の
花
、
市
の
木
、

市
の
鳥
、
市
の
魚
に
つ
い
て
」、「
印

西
市
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画

の
策
定
」、「
環
境
白
書
の
策
定
」
な

ど
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

胸
市
民
意
向
調
査
手
続
き
（
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
）
…
実
施
回
数
6
回
、

参
加
総
数
8
街
3
6
7
人
。

胸
市
民
説
明
会
手
続
き
…
実
施
回
数

7
回
、
参
加
総
数
1
5
2
人
。

「お酒と病気の関係」
シリーズ・心の道標泳

■問 社会福祉課障害福祉班（緯内線268）

　お酒は、「百薬の長」という言葉があるように、
疫学データでも、「全くお酒を飲まない人よりも少
しお酒を飲む人のほうが死亡率が低い」という結果
があります。
　しかし、大量にお酒を飲む人は飲まない人より死
亡率が高いこともいわれています。
　普通、飲酒してから酔いが回るまでには、30分か
ら1時間かかります。今まさに真夏で、よく冷えた
ビールでもごくごくと飲みたいところでしょうが
「ゆっくり時間をかけて飲む」事をしなければ、短時
間で適量を超えてしまい「この辺で飲酒をやめよう
と」自制する事ができなくなります。さらに人に
よっては、急性アルコール中毒や二日酔となること
があります。　
　また、長期間の飲酒は、アルコールに対する耐性
ができ、この「耐性」が、「アルコール依存症」の
要因となるのです。　「アルコール依存症」は、「関係
性の病気」と言われ、「薬」で治すことができません。
治療は、断酒しかありませんが、「断酒会等の自助
グループや家族会など」を利用し、家族と共に治療
する必要があります。

　市では、社会福祉課障害福祉班で保健師・精神保健福祉士
が相談に応じます。

（3）平成23年（2011）８月1日号

広報いんざい市長室
山 﨑 山 洋

 平
成
　
年
度
市
民
参
加
手
続
き
の
実
施
状
況

22

■時 
8
月
　
日
画
・
午
後
1
時
　
分
～
。

19

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

30
※
当
日
先
着
順
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
緯
内
線
3
4
5
・
メ
ー
ルsim

in
k
atu
d
o
u
@
m
l.city

.in
zai

.ch
ib
a.jp

）。

　
市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

「
企
画
提
案
型
協
働
事
業
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
民
活
動
団
体
の
み

な
さ
ん
か
ら
企
画
提
案
い
た
だ
い
た

事
業
の
公
開
審
査
会
を
次
の
と
お
り

り
開
催
し
ま
す
。

 「
平
成
　
年
度
企
画
提
案
型
協
働
事
業
」

23

　
　
公
開
審
査
会
を
開
催 ▼

次
期
総
合
計
画
の
策
定
…
基
本
計

画
に
関
す
る
市
民
意
見
公
募
、
市
民

説
明
会
。

▼
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
の
策
定
…

市
民
意
向
調
査
手
続
き
。

▼
第
5
期
印
西
市
高
齢
者
福
祉
計
画

の
策
定
…
審
議
会
等
手
続
き
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
・
メ
ー
ルk

ik
ak
u
k
a@

m
l.city

.in
zai.ch

ib
a.jp

）。
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８月は「耕作放棄地解消強化月間」

　耕作放棄地の発生は、食料自給率の向上を
阻害するばかりでなく、雑草の繁茂などによ
り病害虫の発生源や有害鳥獣のすみかになる
など、地域環境に悪影響を与えていることか
ら、耕作放棄地対策は極めて重要な課題です。
　県では8月を「耕作放棄地解消月間」とし、
耕作放棄地の解消に向け、関係機関と連携し、
重点的に啓発活動を展開しています。
　また、市でも「印西市遊休農地再生対策協議
会」と連携し、耕作放棄地の再生利用を促進す
るため「耕作放棄地再生利用緊急対策」に取
り組んでいます。
怯耕作放棄地再生利用緊急対策交付金
　引き受け手（農業者など）が行う耕作放棄

地の再生や、土づくりなどの取り組みを支援
します。
胸交付金の種類と金額…次のとおり。
①再生利用活動に対する助成…再生作業（障
害物除去および土づくり）。
・定額支援　5万円／10アール。
②施設等補完整備に関する助成…小規模基盤
整備
・定額　2.5万円／10アール。
※①②の交付金は、原則、農業振興地域内の
農用地が対象となります。また、そのほか諸
条件があります。　　　
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
■問 農政課振興班（緯内線374）。

地
域
防
犯
に
灯
る
結
束
の

 地
域
防
犯
に
灯
る
結
束
の
光光

怯
印
西
市
防
犯
組
合
岩
戸
支
部
が
発

足　
印
西
市
防
犯
組
合
は
、
市
内
の
各

地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
防
犯
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る
、
自

主
防
犯
団
体
で
す
。

　
こ
の
度
、
当
組
合
に
岩
戸
支
部
が

発
足
し
、　
人
の
防
犯
指
導
員
が
誕

20

生
し
ま
し
た
。

　
組
合
の
み
な
さ
ん
は
旧
印
旛
村
当

時
か
ら
自
主
防
犯
活
動
を
行
い
、
地

域
の
安
全
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
引
き
続
き
充
実
し
た
活
動

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

怯
中
央
駅
南
支
部
が
防
犯
功
労
団
体

表
彰
を
受
賞

　
印
西
市
防
犯
組
合
中
央
駅
南
支
部

が
防
犯
功
労
団
体
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　
防
犯
の
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
、

地
域
住
民
の
防
犯
思
想
の
普
及
指
導

活
動
へ
尽
力
さ
れ
た
功
労
に
対
し
、

社
団
法
人
千
葉
県
防
犯
協
会
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▲印西市防犯組合岩戸支部のみなさん
と山﨑市長（最前列中央右）

▲受賞した中央駅南支部のみなさんと
山﨑市長（最前列中央右）
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

碓97 
1
0
2
3
）。

自
衛
官

【
自
衛
官
候
補
生
】

■対 
日
本
国
籍
を
有
し
、
採
用
予
定
月

の
1
日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

18

27

の
男
女
。

胸
自
衛
官
候
補
生
手
当
1
2
5
街
5

0
0
円
。

【
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
】

■対 
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
　
年
4

24

月
１
日
現
在
で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

18

27

の
男
女
。

胸
初
任
給
1
5
9
街
5
0
0
円
。

■申 
ど
ち
ら
も
9
月
9
日
画
（
必
着
）

ま
で
。

※
資
料
願
書
・
受
験
料
無
料
で
す
。

ま
ず
は
資
料
請
求
か
ら
。

※
併
せ
て
航
空
学
生
・
看
護
学
生
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

■問 
総
務
課
総
務
法
規
班
（
緯
内
線
4

3
7
）、
自
衛
隊
千
葉
地
方
協
力
本

部
柏
募
集
案
内
所
（
緯
0
4
―
7
1

6
3
―
6
8
8
4
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/p
co
/ch
ib

a/

）。
平
成
　
年
度

23

交
通
災
害
共
済
加
入
者

　
万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
家

族
そ
ろ
っ
て
交
通
災
害
共
済
に
加
入

し
ま
し
ょ
う
。

■対 
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人

登
録
し
て
い
る
人
（
今
年
5
月
に
保

育
園
・
幼
稚
園
・
学
校
で
集
団
加
入

し
た
人
を
除
く
）。

■費 
年
間
1
人
7
0
0
円
。

胸
共
済
期
間
…
平
成
　
年
9
月
1
日

23

牙
～
平
成
　
年
8
月
　
日
画
。

24

31

■申 
8
月
1
日
俄
か
ら
市
民
安
全
課
・

市
民
課
・
各
支
所
、
出
張
所
ま
で
。

※
申
込
書
の
全
戸
配
布
は
い
た
し
ま

せ
ん
。
申
込
書
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は

各
受
付
窓
口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
3
）。

る
）看
護
師
・
保
健
師
1
街
1
4
0

円
。

※
通
勤
手
当
有
り
。

■申 
履
歴
書
、
有
資
格
者
は
資
格
証
明

書
の
写
し
を
左
記
へ
。

■問 
保
育
課
保
育
班
（
緯
内
線
2
2

3
・
2
2
2
）。

学
童
保
育
指
導
員
（
登
録
制
）

胸
勤
務
時
間
啻
通
常
下
校
時
～
午
後

7
時
。
土
曜
日
お
よ
び
夏
休
み
な
ど

の
期
間
は
、
午
前
8
時
～
午
後
7
時

（
シ
フ
ト
制
）。

胸
時
給
…
8
3
0
円
～
（
規
定
に
よ

り
通
勤
手
当
あ
り
）。

■対 
心
身
共
に
健
康
な
　
歳
未
満
の
人
。

65

■申 
随
時
登
録
可
。
履
歴
書
（
自
筆
で

写
真
張
り
付
け
）
お
よ
び
登
録
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
左
記
ま

で
持
参
ま
た
は
郵
送
。

■問 
保
育
課
管
理
班
（
緯
内
線
2
2

4
・
2
2
5
）。

「
印
西
市
女
性
の
会
」
会
員

　
旧
印
西
市
・
印
旛
村
・
本
埜
村
の

婦
人
団
体
が
合
併
し
て
平
成
　
年
5

22

月
　
日
に
「
印
西
市
女
性
の
会
」
が

15
発
足
し
、
1
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
～
共
に
支
え
あ
う
、

笑
顔
で
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
～
を
合
言
葉
に
一
緒
に
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

胸
平
成
　
年
度
の
活
動
予
定

23

煙
印
西
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
見

学
・
歴
史
散
歩
。

煙
講
演
会
な
ら
び
に
視
察
研
修
。

煙
お
料
理
教
室
。

煙
地
域
の
お
祭
り
に
参
加
。

煙
観
劇
会
。

煙
健
康
体
操
。

■対 
印
西
市
に
居
住
す
る
女
性
。

■費 
年
5
0
0
円
。

　
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
印
西
支
部
・
根
本
（
緯
碓42 
2
0
0

8
）、
印
旛
支
部
・
岩
崎
（
緯
碓98 
2

4
8
7
）、
本
埜
支
部
・
青
柳
（
緯

　
■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

平成２３年（２０１１）８月１日号（４）

パート英

印
西
市
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
選
考
委
員
会
委
員

　
選
考
委
員
会
の
開
催
は
、
8
月
下

旬
か
ら
　
月
中
旬
に
か
け
て
、
2
回

10

程
度
を
予
定
。

■対 
平
成
　
年
4
月
1
日
現
在
で
　
歳

23

20

以
上
の
市
内
在
住
の
人
。

■定 
3
人
。

胸
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
選
考
終
了

ま
で
。

胸
報
償
…
7
街
5
0
0
円
（
1
割
の

源
泉
徴
収
あ
り
）。

■申 
8
月
　
日
俄
ま
で
に
、
必
要
事
項

15

を
記
入
し
た
応
募
用
紙
（
市
役
所
経

済
政
策
課
、
各
支
所
・
出
張
所
に
用

意
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
）
と
レ
ポ
ー
ト
を
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
持

参
で
左
記
ま
で
。

※
レ
ポ
ー
ト
は
、「
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
役
割
、
利
活
用
な

ど
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
8
0
0

字
以
内
。
A
4
判
で
書
式
は
自
由
。

※
原
則
書
類
審
査
で
選
考
し
、
必
要

に
応
じ
、
面
接
実
施
し
ま
す
。
結
果

に
つ
い
て
は
、
応
募
者
全
員
に
通
知
。

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班

（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大

森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
5
1
、

3
5
2
・
胃
碓42 
7
2
4
2
・
■メール k

e
i

se
ik
a@
m
l.city

.in
zai.ch

i
b
a.jp

）。

保
健
セ
ン
タ
ー
の保

健
師
・
看
護
師

　
非
常
勤
職
員
と
し
て
、
乳
幼
児
に

対
す
る
健
診
業
務
、
予
防
接
種
業
務

を
行
う
保
健
師
・
看
護
師
を
募
集
。

■内 
乳
幼
児
健
診
・
相
談
事
業
、
予
防

接
種
事
業
。
勤
務
日
、
時
間
は
事
業

日
程
に
よ
り
決
定
。

胸
時
給
…
保
健
師（
1
街
1
8
0
円
）、

看
護
師
（
1
街
1
4
0
円
）。

■対 
保
健
師
も
し
く
は
看
護
師
免
許
を

有
し
、　
歳
未
満
の
心
身
と
も
に
健

65

康
な
人
。
■定 
若
干
名
。

■申 
履
歴
書
（
写
真
添
付
）、
保
健
師
も

し
く
は
看
護
師
免
許
の
写
し
を
左
へ

■問 
健
康
増
進
課
総
務
班
（
緯
4
2
―

5
5
9
5
）。

保
育
園
の

保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師

　
非
常
勤
職
員
と
し
て
、
保
育
園
に

勤
務
す
る
保
育
士
・
保
健
師
・
看
護

師
を
募
集
し
ま
す
（
登
録
制
）。

胸
業
務
内
容
…
保
育
に
関
す
る
こ
と
。

胸
勤
務
場
所
…
市
立
保
育
園
。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
7
時
～

午
後
7
時
、
土
曜
日
・
午
前
7
時
～

午
後
5
時
の
間
で
、
①
一
日
7
・
5

時
間
程
度
。
②
一
日
6
時
間
程
度
、

週
　
時
間
未
満
（
シ
フ
ト
体
制
）。

20
③
午
前
7
時
～
9
時
　
分
、
午
後
4

30

時
～
7
時
の
延
長
保
育
時
間
。

※
園
の
状
況
に
よ
り
勤
務
時
間
が
多

少
異
な
り
ま
す
。

■対 
健
康
な
　
歳
未
満
の
人
。
勤
務
時

65

間
の
①
、
②
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
、

看
護
師
、
保
健
師
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
有
す
る
人
。
③
は
保
育
士
の
資

格
を
有
す
る
人
。

胸
賃
金
…
保
育
士
9
1
0
円
か
ら

1
街
0
1
0
円（
経
験
年
数
に
よ

募
集

　
芸
術
文
化
活
動
を
し
て
い
る
み
な

さ
ん
に
、
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ

を
発
表
の
場
と
し
て
開
放
。
日
ご
ろ

の
練
習
成
果
を
披
露
し
ま
せ
ん
か
。

胸
実
施
日
…
毎
月
1
回
程
度
（
　
月
10

～
平
成
　
年
3
月
末
）。
日
時
は
出

24

演
者
と
協
議
。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

※
営
利
目
的
は
除
く
。

■費 
無
料
。

※
機
材
な
ど
は
出
演
者
で
準
備
。

■申 
8
月
　
日
我
ま
で
に
所
定
の
申
込

31

用
紙
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の

里
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
ホ
ー
ル
ま
で
持
参
（
応
募
多
数

の
場
合
は
協
議
）。

※
ジ
ャ
ン
ル
（
演
奏
・
ダ
ン
ス
な
ど
）

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
同
施
設
内
に
図

書
館
が
あ
る
た
め
、
制
限
が
あ
り
ま

す
。
当
日
以
外
は
練
習
場
所
の
提
供

は
で
き
ま
せ
ん
。

芸
術
文
化
発
表
会「

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」出
演
者
募
集

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
、
み
な
さ
ん
の
趣
味
や

特
技
を
活
か
し
て
素
敵
な
空
間
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
展
示
期
間
…
　
月
～
平
成
　
年
3

10

24

月
末
日
の
う
ち
2
週
間
程
度
（
休
館

日
を
含
む
）。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
サ
ー
ク
ル
）。

■費 
無
料
（
営
利
目
的
は
除
く
）。

■申 
8
月
　
日
我
ま
で
に
所
定
の
申

31

請
書
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里

に
用
意
）
に
関
係
書
類
を
添
付
し
、

文
化
ホ
ー
ル
ま
で
持
参
。

※
状
況
に
応
じ
て
展
示
日
の
調
整

を
し
ま
す
。

文
化
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー

　「
市
民
招
待
席
」

　市民相互の交流および親睦（しんぼく）を
深めるとともにＪＲ成田線の活性化、ならび
に震災による東北地方の復興応援を目的とし
て、お座敷電車「印西市民号」（ＪＲ東日本主
催・印西市後援）が実施されます。
　お座敷電車でくつろぎながら、車窓からの
紅葉と絶景の露天風呂を満喫してみませんか。
■内 10月23日蚊～24日俄の1泊2日で、南
会津方面へ。見どころは、大内宿・甲子トン
ネル（紅葉車窓）・もみじ谷大橋など。宿泊は
芦の牧温泉・大川荘を予定しています。
■定 180人（最少催行人員130人）。
■費 29，900円（申込金1人10，000円、残金
は10月20日牙までに納入）。
■申 8月10日我からＪＲ木下駅窓口で（先着
順。電話での申し込みはできません）。
※グループでの参加の場合は、代表者がまと
めて申し込んでください。
※木下駅の窓口の開設時間は、午前7時～午
後8時です。
※駅の窓口は、不在となる時間帯があるので、
事前に電話でご確認ください。
■問 ＪＲ木下駅（緯碓42 2983）、ＪＲ湖北駅（緯
04―7188―2015）。

わ
が
家
の
犬
・
猫

写
真
コ
ク
ー
ル
作
品

　
わ
が
家
の
愛
犬
・
愛
猫
の
写
真
に

コ
メ
ン
ト
を
付
け
て
紹
介
し
て
く
だ

さ
い
。
優
秀
作
品
　
点
を
9
月
に
行

15

わ
れ
る
動
物
愛
護
週
間
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
展
示
し
、
協
会
機
関
紙
に
掲
載

す
る
と
共
に
表
彰
を
行
い
ま
す
。

■対 
県
内
に
在
住
の
者
（
プ
ロ
・
ア
マ

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
）。

■申 
8
月
　
日
我（
必
着
）ま
で
に
、
応

31

募
者
の
飼
育
し
て
い
る
犬
・
猫
の
写

真
3
枚
ま
で
を
、
し
つ
け
な
ど
適
正

飼
育
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
（
4
0

0
字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
）
を

添
え
た
作
品
を
左
記
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
写
真
サ
イ
ズ
は
Ｌ
判
で
、
す
べ
て

の
写
真
の
裏
面
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。
応

募
作
品
の
返
却
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

■問 
苛
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

（
〒
2
6
0
―
0
0
0
1
千
葉
市
中

央
区
都
町
4
6
3
―
3
・
緯
0
4
3

―
2
1
4
―
7
8
1
4
）。

【がんばろう東北】
印西市民号による
「紅葉と温泉の旅」



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

（５）平成２３年（２０１１）８月１日号

各
種
保
険
証
は
届
い
て
い
ま
す
か

　
8
月
１
日
俄
か
ら
使
用
す
る
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
と
国
民
健

康
保
険
被
保
険
者
証
（
加
入
者
一
人

に
つ
い
て
１
枚
の
カ
ー
ド
）
を
、
ご

本
人
（
国
保
は
世
帯
主
）
あ
て
に
簡

易
書
留
郵
便
で
送
付
し
ま
し
た
が
、

不
在
に
よ
り
返
送
さ
れ
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
だ
、
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
は
、

左
記
ま
で
連
絡
し
、
本
人
を
確
認
で

き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス

ポ
ー
ト
な
ど
）
を
持
参
し
、
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問 【
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証
】
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金

（
緯
内
線
2
8
8
・
2
9
9
）、【
国

民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
】
国
保

年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内
線
2
8

5
～
2
8
7
）。

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク
検
査
助
成

　
国
民
健
康
保
険
に
１
年
以
上
加
入

し
て
い
る
　
歳
以
上
で
、
保
険
税
を

40

完
納
し
て
い
る
世
帯
の
人
は
、
事
前

申
請
す
る
こ
と
で
検
査
費
用
の
2
分

の
1
の
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

　
限
度
額
は
、
人
間
ド
ッ
ク
3
0
街

0
0
0
円
（
た
だ
し
、
特
定
健
康
診

査
を
受
診
す
る
場
合
は
助
成
対
象
な

し
）、
脳
ド
ッ
ク
2
0
街
0
0
0
円

で
す
。

　
手
続
き
は
、
検
査
医
療
機
関
を
予

約（
指
定
医
療
機
関
は
あ
り
ま
せ
ん
）

し
た
上
で
、
申
請
書
を
記
入
し
、
検

査
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
、
本
庁
・

支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
請

書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市

国
保
年
金
課
、
印
旛
支
所
・
本
埜
支

所
に
あ
り
ま
す
）。

【
注
意
】
検
査
後
の
申
請
で
は
、
助

成
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
（
緯
内

線
2
8
6
～
2
8
7
）。

保
険
証
の
記
載
内
容
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
は

　
市
内
で
の
住
所
変
更
、
世
帯
主
変

更
を
す
る
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
全
員
の
保
険
証
を
持
参
し
、

記
載
内
容
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
保
険
証
を
紛
失
、
破
損
し

た
場
合
は
、
保
険
証
の
再
交
付
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。　
そ
の
際
に

は
、
必
ず
本
人
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

と
認
め
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
国
民
健
康
保
険
の
手
続
き
は
、

本
庁
・
支
所
の
み
と
な
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
資
格
給
付
班
。

年
金
相
談
所
を
開
設

　
年
金
請
求
手
続
き
や
加
入
記
録
の

確
認
、
厚
生
年
金
に
関
す
る
こ
と
な

ど
に
関
す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
社
会
保
険
労
務
士
（
年
金
相
談

員
）
が
み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ

ま
す
。
年
金
相
談
を
希
望
す
る
人
は

お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■時 
8
月
　
日
牙
午
前
　
時
～
午
後
3

25

10

時
　
分
。

15
■場 
本
埜
支
所
1
階
住
民
相
談
室
。

■定 
8
人
（
予
約
制
）。

■申 
8
月
　
日
我
ま
で
に
左
記
ま
で

10

（
先
着
順
）。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班

（
緯
内
線
2
8
8
・
2
8
9
）。

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
が

海
外
へ
転
出
す
る
時
は

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

（
自
営
業
者
や
学
生
な
ど
）
が
海
外

へ
転
出
す
る
場
合
は
届
け
出
が
必
要

で
す
。
海
外
転
出
し
た
場
合
、
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格
は
喪

失
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
引
き
続
き
加
入
を
希
望
す

る
場
合
は
、
任
意
で
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■問 
国
保
年
金
課
高
齢
者
医
療
年
金
班
。

耐
震
相
談
・
講
習
会
の
お
知
ら
せ

　
市
で
は
今
回
の
震
災
を
受
け
、
ま

た
住
宅
や
建
築
物
の
耐
震
化
を
推
進

す
る
た
め
、
千
葉
県
や
千
葉
県
建
築

士
事
務
所
協
会
と
連
携
を
図
り
、
市

内
の
住
宅
・
建
築
物
を
対
象
に
、
耐

震
相
談
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
9
月
3
日
臥
に
は
、
建
物

の
安
全
性
向
上
に
関
す
る
講
習
会
や
、

過
去
の
被
災
資
料
・
軸
組
模
型
な
ど

補
強
方
法
の
展
示
を
併
せ
た
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

■時 
・
■場 
下
記
の
表
参
照
。

■内 
市
内
に
建
つ
住
宅
・
建
築
物
の
耐

震
診
断
・
耐
震
設
計
・
耐
震
改
修
に

関
す
る
こ
と
。
た
だ
し
特
殊
構
造
・

大
規
模
の
建
築
物
は
相
談
員
の
手
配

が
で
き
る
場
合
に
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
に
は
図
面
な
ど
が
必
要
で
す
。

当
日
の
診
断
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
申
込
時
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
相
談
時
間
は
、
一
件
当
た
り

　
分
か
ら
1
時
間
程
度
で
す
。

30■対 
市
内
に
建
つ
住
宅
・
建
築
物
の
所

有
者
・
管
理
者
も
し
く
は
そ
の
委
任

を
受
け
た
人
。
■費 
無
料
。

胸
受
付
件
数
…
実
施
日
ご
と
に
先
着

順
。

■申 
日
程
表
の
申
込
期
間
内
に
左
記
ま

で
。
た
だ
し
特
殊
構
造
・
規
模
の
建

国
保
・
年
金

都
市

胸耐震相談・講習会の日程胸
主催申込期間会場内容開催日

印西市8月１５日俄まで中央公民館
　　　第３会議室個別相談８月20日臥

正午受け付け開始

千葉県8月2５日牙まで中央公民館
　　　　視聴覚室

午後1時 講習会
午後2時 個別相談
終日　写真展など

９月３日臥
正午受け付け開始

印西市９月１日牙～
　　１０月７日画

ふれあいセンター
いんば第１会議室個別相談１０月１６日蚊

正午受け付け開始

印西市１０月１日臥～
　　１1月4日画小林公民館個別相談11月12日臥

正午受け付け開始

8月31日8月31日はは
国民健康保険国民健康保険税税・・

後後期期高高齢齢者者医医療療保保険険料料・・
介護保険介護保険料料の納期限の納期限

　8月31日我は、国民健康保険税・後期高齢者医療保
険料・介護保険料の第2期納期限です。納め忘れのない
ようにお願いします。口座振替をご利用の人は、残高不
足のないようご確認ください。
　納付が困難な場合は、そのままにせず下記窓口にて納
付相談をしてください。
【保険税（料）が未納の場合】
　保険税（料）を未納のままにすると、各保険サービス
を利用する際に制限を受ける場合があります。
架【国民健康保険税について】国保年金課保険税班（緯
内線281～284）。【後期高齢者医療保険料について】
国保年金課高齢者医療年金班（緯内線288・299）。【介
護保険料について】介護福祉課介護保険班（緯内線277）。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
英

怯
第
二
回
コ
ス
モ
ス
ふ
れ
あ
い

ま
つ
り
出
店
者
募
集

　
コ
ス
モ
ス
の
花
畑
で
、
ふ
れ
あ
い

の
秋
を
楽
し
む
お
ま
つ
り
を
開
催
。

郷
土
芸
能
、
お
神
輿
、
演
奏
、
地
域

産
品
販
売
、
模
擬
店
、
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ム
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　
今
回
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

25

10

3
時
。

■場 
ひ
ょ
う
た
ん
島
池
広
場
（
竹
袋
調

整
池
）。

■対 
市
内
在
住
者
。
■定 
　
店
舗
。

30

■問 
N
P
O
法
人
エ
コ
ネ
ッ
ト
ち
ば
・

小
熊
（
■携 
0
9
0
―
4
6
2
8
―
3

3
5
0
）。

怯
合
気
道
章
正
心
会
会
員
募
集

　
小
さ
な
子
か
ら
年
配
の
人
ま
で
、

楽
し
く
稽
古
し
て
い
ま
す
。
見
学
だ

け
で
も
歓
迎
。

■時 
毎
週
我
・
午
前
　
時
～
正
午
、
毎

11

週
蚊
・
午
後
5
時
　
分
～
6
時
　
分
。

30

30

■場 
松
山
下
公
園
体
育
館
（
浦
部
）。

■費 
4
街
0
0
0
円
～
。

■問 
中
島
（
■携 
0
9
0
―
9
8
5
7
―

6
7
8
5
）。

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
公
開
講
座

『
菱
川
師
宣
と
故
郷
房
州
保
田
』

　
江
戸
時
代
、
庶
民
絵
画
「
浮
世
絵
」

を
創
始
し
、
絶
大
な
人
気
を
博
し
た

菱
川
師
宣
。
講
師
に
笹
生
浩
樹
氏

（
菱
川
師
宣
記
念
館
学
芸
員
）
を
お

招
き
し
、
故
郷
の
鋸
南
町
保
田
と
の

関
わ
り
を
中
心
に
浮
世
絵
の
誕
生
に

迫
り
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

14

10

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
テ
ィ
ラ
ザ
（
駐
車
場

あ
り
ま
す
）。
■費 
7
0
0
円
。

■問 
印
西
歴
史
愛
好
会
・
志
賀
（
■携 
0

9
0
―
4
6
7
2
―
5
4
9
3
）。

怯
健
康
太
極
拳
会
員
募
集

　
健
康
維
持
に
最
適
な
太
極
拳
を
、

一
緒
に
始
め
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
週
金
曜
日
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
（
中
央
南
）。

■問 
千
葉
Ｎ
Ｔ
健
康
太
極
拳
教
室
・
秋

山
（
緯
碓46 
3
5
3
3
）、
伊
藤
（
緯

碓42 
2
7
1
5
）。

怯
特
別
支
援
学
校【
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
講
座
】

　
特
別
支
援
学
校
の
子
ど
も
た
ち
と

触
れ
合
う
中
で
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て
の
基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を

学
び
ま
し
ょ
う
。

■時 
8
月
　
日
峨
、　
日
我
・
午
前
9

23

24

時
　
分
～
午
後
3
時
。

15
■場 
印
旛
特
別
支
援
学
校
（
平
賀
）。

■内 
体
験
「
児
童
・
生
徒
と
触
れ
合
お

う
」「
車
い
す
の
体
験
と
そ
の
支
援
」、

講
座
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
」
な
ど
。

■対 
中
学
生
以
上
。
■費 
2
0
0
円
程
度
。

■他 
上
履
き
、
弁
当
持
参
。
動
き
や
す

い
服
装
で
。

■問 
千
葉
県
立
印
旛
特
別
支
援
学
校
・

鈴
木
（
緯
碓98 
2
2
0
0
）。

築
物
は
2
週
間
前
を
締
め
切
り
と
し

ま
す
。

■問 
建
築
課
住
宅
班（
緯
内
線
7
7
1
・

7
7
3
）。

宮城県南三陸町への
被災者支援のお願い
　印西市国際交流協会・印西市市民活動支
援センター・印西野外活動協会では、東日
本大震災で被災した宮城県南三陸町の子ど
もたちを支援するため、義援金を募ります
（印西ロータリークラブ協賛）。多くのみな
さんに趣旨をご理解いただきご協力をお願
い申し上げます。
　義援金の無料振込窓口はＪＡバンクで
す。
胸振込先…南三陸町農業協同組合志津
川支店・口座番号：普通預金0013040・
口座名義：南三陸町災害対策本部南三
陸町長　佐藤仁（緯0226―46―1376）。
胸市内取扱窓口…西印旛農業協同組合
中央支店（西の原）。
※下記に専用振込用紙を用意。
■問 印西市市民活動支援センター（印西市大
森2646―120・緯碓49 4500）。

市の魅力を映像で紹介
ＤＶＤ『新「印西市」誕生』

貸出開始
　自然、文化財、観光など印西市の魅力を詰め込ん
だ映像資料『新「印西市」誕生』の貸し出しを各図
書館と視聴覚ライブラリーで開始します。
　ＤＶＤ1枚（約30分）に収められた映像の中に
は、合併の足跡なども収録。市のＰＲにも利用で

きます。
※貸し出しできる数には限り
がありますので、あらかじめ
ご了承ください。
※この映像資料の著作権は市
が所有しています。個人・団
体を問わず無断で利用・複写
はできません。
■問 秘書広報課広報広聴班（緯
内線418・419）。

葛
こ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
目
印
で
す

（
D
V
D
は
非
売
品
で
す
）
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２３年（２０１１）８月１日号（６）

パート衛

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
会
員
募
集

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
た

い
人
と
子
育
て
を
お
手
伝
い
す
る
人

を
紹
介
す
る
、
地
域
で
子
育
て
を
支

援
す
る
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。

怯
利
用
方
法

　
利
用
す
る
に
は
、
子
育
て
を
手

伝
っ
て
も
ら
い
た
い
人
（
利
用
会

員
）
も
子
育
て
を
お
手
伝
い
し
た
い

人
（
提
供
会
員
）
も
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
両
方
に
登
録
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

　
会
員
の
要
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

胸
利
用
会
員
啻
市
内
在
住
・
在
勤
で
、

生
後
6
カ
月
以
上
小
学
校
6
年
生
以

下
の
子
ど
も
が
い
る
人
。

胸
提
供
会
員
啻
市
内
在
住
の
　
歳
以

20

上
の
人
で
、
援
助
活
動
に
関
し
、
理

解
と
熱
意
を
持
つ
、
心
身
と
も
に
健

康
で
積
極
的
に
援
助
活
動
が
で
き
る

人
。

胸
利
用
・
提
供
会
員
の
登
録
方
法
啻

土
日
、
祝
日
お
よ
び
　
月
　
日
～
1

12

28

月
4
日
を
除
く
午
前
9
時
～
午
後
5

時
ま
で
に
左
記
ま
で
。

怯
援
助
す
る
内
容

煙
保
育
園
や
幼
稚
園
な
ど
の
開
始
前

や
終
了
後
、
子
ど
も
を
預
か
っ
た
り
、

送
迎
を
し
た
り
し
ま
す
。

煙
学
校
の
放
課
後
ま
た
は
学
童
保
育

な
ど
の
終
了
後
、
子
ど
も
を
預
か
り

ま
す
。

煙
冠
婚
葬
祭
や
学
校
行
事
の
と
き
な

ど
に
、
子
ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

煙
買
い
物
な
ど
外
出
の
と
き
に
、
子

ど
も
を
預
か
り
ま
す
。

怯
提
供
会
員
報
酬

　
支
援
を
受
け
た
場
合
、
利
用
会
員

は
提
供
会
員
に
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

胸
月
曜
日
～
金
曜
日
の
午
前
6
時
～

午
後
　
時
・
1
時
間
に
つ
き
7
0
0

10

円
。

胸
月
曜
日
～
金
曜
日
の
右
記
以
外
の

時
間
お
よ
び
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

　
月
　
日
～
1
月
4
日
啻
1
時
間
に

12

28

つ
き
9
0
0
円
。

怯
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ひ
と
り
親
家
庭
等
利
用
料

助
成
　
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の
父

な
ど
が
援
助
活
動
を
利
用
し
た
時
に
、

そ
の
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　
受
給
資
格
の
手
続
き
や
所
得
に
よ

る
制
限
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
【
会
員
の
登
録
・
利
用
方
法
】
印

西
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
緯
碓４８ 
5
7
2
8
（
印
西
市
高
花

2
丁
目
1
番
地
5
）、【
ひ
と
り
親
家

庭
等
利
用
料
助
成
】
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
班
（
緯
内
線
2
4
6
）。

子
育
て
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
一
時
的
に
家
事
、
育
児
な
ど
の
支

援
が
必
要
な
家
庭
に
対
し
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
す
る
こ
と
に
よ
り
、

保
護
者
と
児
童
な
ど
の
生
活
の
安
定

を
図
り
、
ゆ
と
り
の
あ
る
子
育
て
を

支
援
し
ま
す
。

■対 
市
内
に
居
住
し
在
宅
し
て
い
る
妊

産
婦
、
ま
た
は
一
時
的
に
育
児
が
困

難
と
な
る
児
童
な
ど
（
小
学
校
6
年

生
ま
で
）
の
保
護
者
。

■内 
育
児
に
関
す
る
こ
と
、
妊
産
婦
の

身
体
介
助
、
家
事
に
関
す
る
こ
と
。

胸
利
用
時
間
啻
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）
午
前
8
時
～
午

後
6
時
。
※
利
用
日
数
、
時
間
に
制

限
あ
り
。

胸
利
用
料
金
…
1
時
間
3
0
0
円

（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

■申 
産
前
産
後
に
か
か
る
利
用
は
利
用

開
始
予
定
日
の
1
か
月
前
ま
で
に
、

そ
の
ほ
か
は
1
週
間
前
ま
で
に
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
班

（
緯
内
線
2
4
6
）。

子
ど
も
手
当
の
申
請
はお

済
で
す
か

　
子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を

担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社

会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
、
中
学
校

終
了
ま
で
の
子
ど
も
1
人
に
つ
き
月

額
1
3
街
0
0
0
円
を
親
な
ど
に
支

給
す
る
制
度
で
す
。
子
ど
も
手
当
の

支
給
を
受
け
る
た
め
に
は
、
保
護
者

（
養
育
者
）
の
お
住
ま
い
の
市
区
町

村
へ
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
保
護

者
（
養
育
者
）
の
単
身
赴
任
や
子
ど

も
が
寄
宿
舎
等
に
入
所
さ
れ
て
い
る

場
合
な
ど
、
特
別
な
場
合
や
ご
不
明

な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
公
務
員
の

方
は
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま

す
の
で
、
勤
務
先
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

【
9
月
分
ま
で
の
子
ど
も
手
当

の
現
況
届
は
不
要
】

　
毎
年
6
月
1
日
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
提
出
し
て
い
だ
だ
い
て
い
る
現

況
届
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
度
現

22

況
届
を
提
出
さ
れ
て
い
る
人
、
平
成

　
年
度
お
よ
び
　
年
度
に
新
規
申
請

22

23

さ
れ
た
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
23

9
月
分
ま
で
に
限
り
不
要
と
な
り
ま

し
た
。
た
だ
し
、　
月
分
以
降
の
手

10

当
制
度
に
つ
い
て
現
状
未
定
で
あ
る

た
め
、
国
会
通
過
成
立
後
に
あ
ら
た

め
て
周
知
し
ま
す
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
（
緯

内
線
2
4
2
・
2
4
5
）。

児
童
医
療
費
助
成
資
格
・
子
ど
も

医
療
費
受
給
券
の
切
り
替
わ
り

　
8
月
1
日
か
ら
児
童
医
療
費
助
成

（
小
学
4
年
生
か
ら
中
学
3
年
生
対

象
）
と
子
ど
も
医
療
費
受
給
券
（
小

学
3
年
生
ま
で
対
象
）
が
切
り
替
わ

り
ま
す
。
住
民
税
が
確
認
で
き
た
人

に
つ
い
て
は
既
に
可
否
決
定
通
知
書

お
よ
び
子
ど
も
医
療
費
受
給
券
を
郵

送
し
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い
人
は

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

必
ず
受
給
券
の
返
納
を

　
市
外
に
転
出
し
た
場
合
、
印
西
市

の
子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
が
喪
失

し
ま
す
。
そ
の
ま
ま
受
給
券
を
使
用

す
る
と
返
還
請
求
の
対
象
と
な
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
給
券
を
返
納
し
て

く
だ
さ
い
。

胸
 返
納
先
啻
【
窓
口
】
市
役
所
子
育

て
支
援
課
（
郵
送
可
）、
印
旛
支
所
市

民
福
祉
課
、
本
埜
支
所
市
民
福
祉
課
。

■問 
子
育
て
支
援
課
児
童
家
庭
班
。

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め

の
「
手
話
学
習
会
」

■時 
8
月
6
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

30

4
時
。

■場 
佐
倉
市
立
中
央
公
民
館
。

■費 
初
参
加
時
の
み
テ
キ
ス
ト
代
1
街

0
0
0
円
。

■申 
参
加
自
由
。

※
話
し
手
の
言
葉
を
要
約
し
て
書
き

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
方
法
（
Ｏ
Ｈ

Ｐ
）
で
聞
こ
え
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

■問 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
千
葉
県
中
途
失
聴
者
・
難

聴
者
協
会
　
印
旛
香
取
事
務
所
　
事

務
局
・
板
倉
（
緯
0
9
0
―
5
3
0

2
―
0
3
8
5
／
胃
0
4
3
―
4
6

1
―
6
5
3
3
）。

印
西
市
デ
イ
ケ
ア
ク
ラ
ブ

　「
心
の
い
ず
み
」

■時 
・
■場 
・
■内 
左
表
の
と
お
り
。

■対 
心
の
病
気
で
悩
ん
で
い
る
人
と
そ

の
家
族
な
ど
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

成
田
街
か
ど
心
の
集
い

　
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
講
演
会

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時

20

　
分
。

30■内 
講
演
「
自
殺
の
な
い
生
き
心
地
の

福
祉

胸心のいずみ日程表胸

持ち物内容会場日時

軽装／上履き
（スリッパ不可）卓球に挑戦松山下公園

（浦部）
８月１８日牙・
午前１０時～正午

エプロン・
ふきん・
実費500円

夏バテを吹き
飛ばそう（簡単
調理）

保健福祉
センター
（高花）

８月２２日俄・
午前１０時～正午

胸働きたい高齢者のための講習会日程表胸

会場定員講習期間講習名
講習
番号

成田国際福祉（専）
（成田市）

２０人
９月１日牙～９日画、２０日
峨（８日間）・午前９時３０分
～午後４時３０分

働きたい方の初めてのパソ
コン（サービス員や現業員の
ためのパソコン入門講習）

３５

浦安市民プラザ

Wava101

（浦安市）

３０人
９月２日画～１１月２５日画
（１０日間）・午前９時３０分～
午後４時３０分

チャイルドヘルパー養成
（子育て関連施設での就労を
目指します）

１８

　離職者であって就労能力および就労意欲のある人のう
ち、住宅を喪失している人または喪失するおそれのある
人を対象として、6カ月間を限度として住宅手当を支給
するとともに、住宅および就労機会の確保に向けた支援
を行っています。
怯住宅手当の支給対象者
　支給申請時に以下の要件すべてに該当する人が対象。
臼平成19年10月1日以降に離職した人。
渦離職前に、自らの労働により賃金を得て主として世帯
の生計を維持している人。
嘘就労能力および常用就職の意欲があり、ハローワーク
へ求職申し込みを行う人。
唄住宅を喪失している人または喪失するおそれのある人
（喪失するおそれのある人は下記欝および⑥の要件に該
当し、賃借住宅等に入居している人）。
⑤原則として収入のない人。一時的な収入がある場合に
は、生計を一とする同居の親族の収入合計が次の金額未
満であること。単身世帯勝121，200円。2人世帯勝172，
000円。3人世帯勝220，400円。
⑥生活を一とする同居の親族の預貯金合計が次の金額以
下であること。単身世帯… 50万円。複数世帯… 100万
円。
⑦国の住宅喪失離職者などに対する雇用施策による貸し
付けまたは給付、自治体が実施する類似の貸し付けまた
は給付などを受けていない人。
怯住宅手当を受けるには
　住宅手当の支給を希望される人は、下記まで。
■問 社会福祉課保護班（緯内線267）。

住宅手当緊急特別措置事業
離職によって住宅を喪失またはそのおそれのあるひとへ

よ
い
社
会
へ
」。　
講
師
…
N
P
O
法

人
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
フ

リ
ン
ク
。

■場 
成
田
市
保
健
福
祉
館
（
成
田
市
赤

坂
1
―
3
―
1
）。

■費 
無
料
（
予
約
不
要
）。

■問 
成
田
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

（
緯
碓35 
―
7
7
7
1
）。

働
き
た
い
高
齢
者
の
た
め
の
講
習
会

■時 
・
■場 
・
■内 
・
■定 
左
表
の
と
お
り
。

■対 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
済
み

の
原
則
と
し
て
　
～
　
歳
の
人
。

55

65

■費 
無
料
。

※
修
了
者
は
後
日
開
催
の
合
同
面
接

会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

■申 
8
月
　
日
俄
ま
で
に
、
往
復
は
が

15

き
に
講
習
番
号
、
講
習
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
求
職
番

号
お
よ
び
返
信
用
は
が
き
に
あ
て
先

を
記
入
の
上
、
左
記
へ
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）。

■問 
花
千
葉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
（
〒
2
6
0
―
0
0
1

3
千
葉
市
中
央
区
中
央
3
―
9
―
1

6
・
緯
0
4
3
―
2
2
7
―
5
1
1

2
）。
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

精
神
科
医
師
に
よ
る
「
心
の
健

康
相
談
」
を
開
催
し
ま
す

　
精
神
的
な
病
気
に
つ
い
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
厳

守
し
ま
す
。（
相
談
時
間
お
一
人
　30

怯
コ
ス
モ
ス
新
体
操
ク
ラ
ブ
夏

休
み
『
新
体
操
特
別
教
室
』
参

加
者
募
集

　「
新
体
操
に
興
味
が
あ
る
」「
音
楽

に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
す
の
が
好

き
」
と
い
う
お
友
達
、
新
体
操
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
8
月
　
日
我
、　
日
牙
、　
日
我
、

17

18

24

　
日
牙
・
い
ず
れ
も
午
後
6
時
～
6

25時
　
分
。

50
■場 
　
日
と
　
日
は
原
山
小
体
育
館
、

17

24

　
日
と
　
日
は
原
小
体
育
館
。

18

25

■対 
5
歳
以
上
。

■定 
各
日
　
人
。

20

■費 
1
回
の
み
1
街
0
0
0
円
、
2
回

参
加
の
場
合
1
街
5
0
0
円
（
い
ず

れ
も
保
険
料
含
む
）。

■申 
原
山
小
体
育
館
の
場
合
、
今
村

（
■携 
0
9
0
―
2
4
8
2
―
0
1
7

1
）。
原
小
体
育
館
の
場
合
、
北
崎

（
■携 
0
9
0
―
6
1
3
0
―
5
8
6

1
）。

■問 
コ
ス
モ
ス
新
体
操
ク
ラ
ブ
（
■ＨＰ h

t
tp
://co

sm
o
s.sp
o
rts.o

ffic
e
liv
e
.co
m
/

）。

怯
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
初
心
者
二

カ
月
コ
ー
ス
開
設

　
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
老
化
防
止

に
最
適
で
す
。

■時 
9
月
5
日
俄
、　
日
俄
、　
日
我
、

12

21

　
日
俄
、　
月
3
日
俄
、　
日
我
、

26

10

12

　
日
俄
、　
日
俄
、　
日
俄
・
い
ず

17

24

31

れ
も
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
Ｊ
Ｒ
小
林
駅
北
口
コ
ス
モ
プ
ラ
ザ

商
店
街
常
設
会
場
。

■内 
初
め
て
の
人
か
ら
レ
ベ
ル
別
に

（
4
人
1
組
）
サ
ポ
ー
タ
ー
を
付
け
、

初
心
者
と
し
て
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き

る
よ
う
指
導
し
ま
す
。
コ
ー
ス
修
了

後
、
希
望
者
は
ふ
れ
あ
い
健
康
マ
ー

ジ
ャ
ン
ゲ
ー
ム
に
参
加
で
き
ま
す
。

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
の
人
。

50

■定 
　
人
（
女
性
歓
迎
）。

20
■費 
3
街
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）。

■申 
電
話
で
左
記
へ
（
毎
週
火
、
木
、

土
曜
日
・
午
前
9
時
～
午
後
4
時
。

先
着
順
）。

■問 
小
林
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
会

（
緯
碓97 
2
1
0
1
）。

怯
藍
染
め
体
験
教
室

　
昨
年
所
内
で
育
て
、
乾
燥
さ
せ
て

お
い
た
藍
草
を
使
い
、
エ
コ
バ
ッ
ク

を
好
み
の
柄
に
染
め
上
げ
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午

28

10

（
9
時
　
分
～
受
け
付
け
）。

30

■場 
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
。

■対 
親
子
、
成
人
。

■定 
　
人
。

30
■費 
1
袋
1
街
0
0
0
円
（
材
料
代
）。

■申 
8
月
1
日
俄
・
午
前
9
時
か
ら
電

話
で
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
・
石
井
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―

1
9
2
3
）。

怯
初
心
者
で
も
楽
し
め
る
パ
ソ

コ
ン
教
室

　
手
賀
の
丘
Ｐ
Ｃ
サ
ー
ク
ル
の
指
導

者
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
楽
し
い
パ

ソ
コ
ン
教
室
で
す
。

■時 
9
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
～

15

30

正
午
。

■場 
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家
。

■対 
高
校
生
以
上
の
初
心
者
。

■定 
　
人
。

12
■申 
8
月
　
日
俄
・
午
前
9
時
か
ら
電

15

話
で
左
記
へ
。

■問 
千
葉
県
立
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の

家
・
染
谷
（
緯
0
4
―
7
1
9
1
―

1
9
2
3
）。

怯
大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説

明
会

■時 
9
月
3
日
臥
・
正
午
～
午
後
5
時
。

■場 
新
宿
エ
ル
タ
ワ
ー
　
階
（
東
京
都

30

新
宿
区
）。

■対 
一
般
お
よ
び
高
校
生
。

■問 
私
立
大
学
通
信
教
育
協
会
（
緯
0

3
―
3
8
1
8
―
3
8
7
0
・
■ＨＰ h

t
tp
://w

w
w
.u
ce
.o
r.jp
/

）。

（７）平成２３年（２０１１）８月１日号

「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（
健
康
生

活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
）」

秋
コ
ー
ス

　
市
で
は
1
人
ひ
と
り
の
健
康
状
態

や
生
活
習
慣
に
応
じ
て
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
健
康
づ
く
り
プ
ラ
ン
を

提
供
す
る
「
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

（
健
康
生
活
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
事

業
）」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
体
力
に
自
信
の
な
い
人
、
運
動
が

嫌
い
な
人
で
も
大
丈
夫
で
す
。
個
々

の
体
力
に
合
っ
た
運
動
プ
ラ
ン
や
食

生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
践
し
て
、

健
康
な
身
体
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
年
4
回
募
集
し
て
い
る
う
ち
の
、

秋
コ
ー
ス
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
治
療
中
の
病
気
な
ど
で
、
参
加
に

不
安
の
あ
る
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■時 
【
説
明
会
・
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ

ク
】
9
月
7
日
我
か
9
日
画
・
午
後

1
時
　
分
～
4
時
。

15

【
初
回
体
力
テ
ス
ト
】
9
月
　
日
27

（
火
）
か
9
月
　
日
牙
・
午
前
か
午
後
。

29

※
チ
ラ
シ
記
載
の
日
程
は
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

【
施
設
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
　
月
開

10

始
）】
峨
～
臥
・
午
前
9
時
～
午
後
4

時
　
分
（
1
人
当
た
り
1
時
間
　

25

30

分
程
度
）。

■場 
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里
。

■対 
市
内
在
住
で
、　
歳
以
上
の
人
。

35

※
介
護
保
険
受
給
者
は
参
加
不
可
。

■定 
　
人
。

40
■内 
体
力
テ
ス
ト
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
（
自
体
重
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使

用
し
た
も
の
）・
有
酸
素
運
動

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
エ
ア
ロ
バ
イ

ク
）
な
ど
。

■費 
【
入
会
時
必
要
物
品
代
】
5
街

0
0
0
円
（
歩
数
計
代
）。【
週
2

回
コ
ー
ス
】2
街
5
0
0
円
。【
週

1
回
コ
ー
ス
】
2
街
0
0
0
円
。

【
月
1
回
コ
ー
ス
】1
街
5
0
0
円
。

※
保
険
料
は
別
途
負
担
。

5
・
2
3
8
）。

印
旛
支
所
お
よ
び
滝
野
出
張
所

の
休
日
開
庁
中
止

　
8
月
　
日
臥
は
、
市
役
所
庁
舎
の

20

電
気
設
備
の
保
安
点
検
に
よ
り
、
住

民
記
録
シ
ス
テ
ム
、
戸
籍
シ
ス
テ
ム

お
よ
び
印
鑑
登
録
シ
ス
テ
ム
が
稼
働

で
き
な
い
た
め
、
印
旛
支
所
と
滝
野

出
張
所
の
休
日
開
庁
を
中
止
し
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

胸
開
庁
中
止
日
…
8
月
　
日
臥
。

20

■問 
市
民
課
住
民
記
録
班
（
緯
内
線
2

3
4
・
2
3
7
）・
戸
籍
班
（
緯
内

線
2
3
2
・
2
3
3
）
お
よ
び
印
旛

支
所
市
民
福
祉
課
（
緯
碓９８ 
1
1
1

6
）・
滝
野
出
張
所
（
緯
碓80 
8
1
8

1
）。

個
人
事
業
税
の

第
1
期
分
納
期
限

　
個
人
事
業
税
の
第
1
期
分
の
納
期

限
は
、
8
月
　
日
我
で
す
。
納
税
通

31

健
康

相
談

住
民
票
電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
中
央
駅
前
公
民
館
で
の
交
付
を

一
時
休
止

　
住
民
票
電
話
予
約
サ
ー
ビ
ス
は
、

市
役
所
の
執
務
時
間
内
に
住
民
票
を

取
得
で
き
な
い
人
の
た
め
市
役
所
守

衛
室
・
中
央
駅
前
・
そ
う
ふ
け
・
小

林
の
各
公
民
館
を
交
付
場
所
と
し
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
内
、
中
央
駅
前
公
民
館
に
つ

い
て
は
、
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
改
修

工
事
に
よ
り
、
本
年
9
月
か
ら
来
年

3
月
ま
で
休
館
と
な
る
た
め
交
付
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
・
ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■問 
市
民
課
窓
口
班
（
緯
内
線
2
3

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
無
料
相
談
会

　
み
な
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
心
配

ご
と
や
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
、
行
政

書
士
が
親
切
に
お
答
え
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
～
4
時
。

20

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■内 
相
続
と
遺
言
、
成
年
後
見
制
度
、

各
種
契
約
書
や
内
容
証
明
郵
便
の
作

成
、
交
通
事
故
の
示
談
、
外
国
人
の

在
留
手
続
き
ほ
か
。

■問 
行
政
書
士
印
西
地
区
会
・
柏
木

（
緯
碓47 
0
8
5
7
）。

 ホ
テ
ル
マ
ー
ク
ワ
ン
Ｃ
Ｎ
Ｔ

敬老の日

無料宿泊プレゼント
　敬老の日を祝い、高齢者のみな
さんに、無料宿泊（1泊朝食付き）
をプレゼントします。
■時 9月19日華。
■対 市内在住で70歳以上の人。
■定 10人（応募者多数の場合は抽
選）。
■申 8月20日臥（必着）までに、

はがきに住所・氏名・年齢・電話番号を
記入し、下記へ。
※ツイン希望の場合は、2人分記入のこ
と。
※当選者は、後日電話で連絡。
■問 ホテルマークワンＣＮＴ敬老の日無料
宿泊プレゼント係（〒270―1340印西市
中央南1―10・緯碓48 4141）。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
電
子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ

ス
」
か
ら
も
申
込
み
で
き
ま
す
（
先

着
順
）。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
碓42 
5
5
9

5
）。

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
す
べ
て
の
肺
炎
を
予
防
す
る
ワ
ク

チ
ン
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
肺
炎
球

菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
を
予

防
し
、
重
症
化
を
防
ぐ
目
的
と
し
て
、

平
成
　
年
度
か
ら
　
歳
以
上
の
人
を

23

65

対
象
に
接
種
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

接
種
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
市
内
委

託
医
療
機
関
に
予
約
を
し
て
か
ら
お

受
け
く
だ
さ
い
。

※
公
費
助
成
は
、
生
涯
1
回
で
す
が
、

5
年
以
上
の
接
種
期
間
を
空
け
れ
ば

再
接
種
（
有
料
）
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

【
受
け
方
】
要
予
約

臼
接
種
場
所
…
市
内
委
託
医
療
機
関
。

渦
自
己
負
担
額
…
4
街
0
0
0
円
。

嘘
公
費
負
担
回
数
…
生
涯
1
回
。

唄
予
診
票
…
市
内
委
託
医
療
機
関
に

置
い
て
あ
り
ま
す
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
。

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　
　
パ
ー
ト
衛

そ
の
ほ
か

知
書
は
8
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
個
人
事
業
税
の
納
税
は
口

座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。

■問 
佐
倉
県
税
事
務
所
（
緯
0
4
3
―

4
8
3
―
1
1
1
4
）。

税
金

分
。
継
続
し
た
相
談
に
は
応
じ
ら
れ

ま
せ
ん
）。

■時 
8
月
　
日
我
・
午
後
2
時
～
4
時
。

17

■場 
印
西
市
役
所
1
階
相
談
室
。

■申 
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
班
（
緯
内

線
2
6
8
）。

　みなさんのあたたかい善意
を心からお待ちしています。
■時 8月9日峨・臼午前9時30
分～正午、渦午後２時～4時。
■場 臼ふれあいセンターいんば
渦本埜保健センター。
※安全な血液供給実施のため、
献血条件などがあるので、お
問い合わせは下記までお願い
します。
■問 健康増進課総務班（中央保
健センター内・緯碓42 5595）、
千葉県赤十字血液センター献
血推進二課（緯047－457－
9927）。

献血に
ご協力ください
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

平成２３年（２０１１）８月１日号（８）

パート詠

市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

「
別
所
の
獅
子
舞
」

　
別
所
の
獅
子
舞
は
、
雄
獅
子
、
中

獅
子
、
女
獅
子
の
三
匹
の
獅
子
が
厄

よ
け
地
蔵
尊
に
悪
疫
退
散
を
請
願
し

て
奉
納
さ
れ
る
別
所
地
区
の
伝
統
行

事
で
す
。
夏
休
み
に
勇
壮
な
舞
を
ご

覧
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

■時 
8
月
　
日
我
午
後
4
時
～
。

24

■場 
別
所
地
蔵
寺
。

■問 
生
涯
学
習
課
文
化
班
（
緯
内
線
5

4
4
）。

印
西
ふ
る
さ
と
案
内
人
協
会

「
別
所
地
蔵
寺
・
獅
子
舞
見
学
と

印
西
名
所
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ
る

別
所
の
獅
子
舞
を
見
学
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
歴
史
の
宝
庫
「
木
下
」
か
ら

「
別
所
」ま
で
の
見
ど
こ
ろ
を
ふ
る
さ

と
案
内
人
が
ガ
イ
ド
し
ま
す
。

■時 
8
月
　
日
我
・
午
後
1
時
集
合
～

24

午
後
5
時
解
散
予
定
（
雨
天
決
行
）。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
・
集
合
場
所
）。

■内 
コ
ー
ス
…
中
央
公
民
館
→
木
下
河

岸
跡
→
吉
岡
ま
ち
か
ど
博
物
館
→
山

根
山
不
動
尊
→
木
下
万
葉
公
園
（
木

下
貝
層
）
→
竹
袋
稲
荷
神
社
→
別
所

地
蔵
寺
地
蔵
堂
前
。

※
獅
子
舞
見
学
後
、
解
散
。
希
望
者

は
中
央
公
民
館
ま
で
案
内
し
ま
す
。

■定 
　
人
。

50
■費 
一
人
3
0
0
円
（
中
学
生
以
上
）。

■他 
敷
物
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
日
傘
、

帽
子
持
参
。
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴

で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■申 
8
月
　
日
俄
ま
で
に
、
住
所
・
氏

15

名
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
胃

碓49 
4
5
1
1
）
へ
（
先
着
順
）。

■問 
齊
藤
（
緯
碓42 
6
0
8
5
・
午
後
5

時
～
午
後
9
時
）。

市
民
ア
カ
デ
ミ
ー
公
開
講
座

①
「
健
康
作
り
～
食
～
」

　
医
食
同
源
と
い
う
言
葉
も
あ
る
と

お
り
、
健
康
づ
く
り
と
食
の
関
係
は

密
接
で
す
。
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て

見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

②
「
ガ
ン
の
予
防
と
心
の
ケ
ア
」

　
ガ
ン
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
予
防
法
、

対
策
と
心
の
ケ
ア
な
ど
に
つ
い
て
の

講
義
で
す
。

■時 
8
月
　
日
臥
・
臼
午
前
　
時
～
正

20

10

午
、
渦
午
後
1
時
　
分
～
3
時
　
分
。

30

30

■定 
い
ず
れ
も
　
人
。

30

胸
講
師
…
臼
馬
場
明
四
郎
氏
②
大
越

基
弘
氏
（
元
東
大
病
院
口
腔
（
こ
う

く
う
）
外
科
科
長
）。

■申 
電
話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先

着
順
）。

■問 
中
央
公
民
館
。

「
 拓
本
 体
験
」と「

た
く
ほ
ん

 勾
  玉
 づ
く
り
」の

ま
が
 た
ま講

座
を
開
催

【
拓
本
体
験
】

　
縄
文
土
器
の
も
よ
う
を
伝
統
的
な

複
写
の
方
法
で
あ
る
拓
本
で
和
紙
に

写
し
と
り
、
し
お
り
に
し
ま
す
。

■時 
8
月
7
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

30

3
時
　
分
。

30

■対 
小
学
生
以
上
。

■定 
　
人
（
先
着
順
）。

10
■費 
一
人
1
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
は
さ
み
・
タ
オ
ル
・
筆
記
用
具
持

参
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
。

【
勾
玉
づ
く
り
】

　
縄
文
時
代
か
ら
古
墳
時
代
に
か
け

て
つ
く
ら
れ
た
首
飾
り
の
一
つ
で
あ

る
勾
玉
を
当
時
の
も
の
よ
り
柔
ら
か

い
石
で
つ
く
り
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
し

て
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
す
。

～
中
央
駅
前
発
～

木
下
ま
ち
並
み
見
学
隊

　
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
て
、

木
下
地
区
を
見
学
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

木
下
の
ま
ち
並
み
や
、
木
下
河
岸
跡
、

木
下
万
葉
公
園
な
ど
を
ま
わ
り
、
ぶ

ら
り
川
め
ぐ
り
を
体
験
し
ま
す
。

■時 
9
月
3
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

30

午
後
4
時
。

胸
集
合
・
解
散
場
所
…
中
央
駅
前
セ

ン
タ
ー
・
松
山
下
公
園
駐
車
場
。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
街
0
5
0
円
（
川
め
ぐ
り
乗
船

料
、
保
険
代
）
当
日
集
金
。

■他 
昼
食
・
水
筒
・
帽
子
持
参
、
歩
き

や
す
い
服
装
と
靴
で
。

■申 
8
月
2
日
峨
か
ら
、
電
話
ま
た
は

左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー
。　

「
元
気
に
若
返
り
　!!

　
　
い
き
い
き
3
Ｂ
体
操
教
室
」

　
3
Ｂ
と
は
、
ボ
ー
ル
・
ベ
ル
・
ベ

ル
ダ
ー
の
頭
文
字
を
と
っ
た
3
つ
の

手
具
の
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。 
3

Ｂ
体
操
は
、「
健
康
で
安
ら
か
な
心
」、

「
健
康
で
美
し
く
」、「
健
康
で
美
し

く
老
い
る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る

健
康
体
操
で
す
。 

　
老
化
防
止
や
転
倒
予
防
を
す
る
た

め
に
も
、
ゆ
と
り
を
持
っ
た
生
活
で
、

同
じ
時
間
を
共
有
す
る
仲
間
を
持
ち
、

心
地
よ
い
運
動
を
音
楽
に
合
わ
せ
て

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

■時 
9
月
2
日
画
、
9
月
　
日
画
・
い

16

ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時
　
分
（
全

10

11

30

2
回
）。

い
き
い
き
倶
楽
部

　
　
カ
ル
チ
ャ
ー
編
秋
コ
ー
ス

胸
秋
コ
ー
ス
…
9
月
　
日
画
開
講
式

16

お
よ
び
講
座
、　
月
　
日
牙
校
外
学

10

13

習
、　
月
　
日
画
講
座
。

11

11

■対 
市
内
在
住
の
　
歳
以
上
で
3
回
出

60

講
座
・
催
し

ふ
れ
あ
い
文
化
館

緯
碓４５ 
３
８
０
０

｢
ザ
・
探
求
マ
ン
！
｣
～
絵
手

紙
に
挑
戦
～

　
絵
手
紙
を
作
っ
て
み
よ
う
！

■時 
8
月
　
日
牙
午
前
　
時
～
正
午
。

25

10

■対 
市
内
在
住
の
小
学
生
。

■定 
　
人
。
■費 
1
人
に
つ
き
1
0
0
円

24
（
材
料
費
、
当
日
徴
収
）。

■他 
小
筆
、
絵
の
具
（
お
持
ち
の
人
の

み
）、
ぞ
う
き
ん
持
参
。

■申 
8
月
4
日
牙
午
前
9
時
か
ら
電
話

ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
緯
碓45 
3
8
0

0
）。

中
央
公
民
館緯碓４２ 

２
９
１
１

印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館

緯
碓9９ 
0
０
０
２

中
央
駅
前
セ
ン
タ
ー

緯
碓４６ 
５
１
１
１

※
駐
車
場
が
狭
い
た
め

　
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

ぷ
ち
・
シ
ア
タ
ー

■時 
・
■場 
・
■内 
左
表
の
と
お
り
。

■費 
無
料
（
当
日
先
着
順
）。

■定 
各
回
　
人
。

30

■問 
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（
中
央
公

民
館
内
）。

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　（
中
央
公
民
館
内
・

緯
碓４２ 
２
９
１
１
）

そ
の
ほ
か

印
旛
公
民
館緯碓98 

0
4
2
7

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

緯
碓４7 
2
1
1
2

■対 
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
　
歳
以
上

60

の
人
。

■定 
　
人
（
最
少
催
行
人
数
5
人
）。

30
■費 
無
料
。　

■他 
動
き
や
す
い
服
・
飲
み
物
・
上
履

き
（
ス
リ
ッ
パ
不
可
）
持
参
。

■申 
8
月
2
日
峨
か
ら
電
話
ま
た
は
左

記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
 印
旛
公
民
館
。

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

21

10

■対 
小
学
生
以
上
。
■定 
　
人
。

15

※
小
学
校
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同

伴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
親
子
、

成
人
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

■費 
一
人
2
0
0
円
（
材
料
費
）

■他 
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
な
ど
持
参
（
つ

く
る
と
き
に
白
い
粉
が
で
ま
す
）。

■申 
両
講
座
と
も
8
月
1
日
俄
か
ら
、

F
A
X
・
E
メ
ー
ル
で
、
参
加
し
た

い
教
室
名
・
氏
名
・
年
齢
（
学
年
）・

住
所
・
連
絡
先
電
話
番
号
・
保
護
者

の
氏
名
を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。
電
話
も
し
く
は
窓
口

で
も
受
け
付
け
ま
す
。

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
（
胃
碓99 
2

2
2
3
・
■メール siry

o
u
k
an
@
m
l.c

ity
.in
zai.ch

ib
a.jp

）。

県
立
北
総
花
の
丘
公
園

【
展
示
会
】
の
ぞ
い
て
み
よ
う
昆
虫

ワ
ー
ル
ド

■時 
8
月
　
日
蚊
～
9
月
　
日
蚊
・
午

28

11

前
9
時
～
午
後
5
時
。

■内 
出
展
…
県
立
成
田
西
陵
高
校
地
域

生
物
研
究
部
。

■問 
県
立
花
の
丘
公
園
管
理
事
務
所

（
緯
碓47 
4
0
3
1
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.cu
e
-n
e
t.o
r.jp
/k
o
u
e
n
/

h
an
a/

）。

席
で
き
る
人
。
※
カ
ル
チ
ャ
ー
編
春

コ
ー
ス
に
参
加
さ
れ
た
人
は
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

■定 
　
人
。

30
■費 
教
材
費
・
保
険
料
な
ど
自
己
負
担
。

■申 
8
月
8
日
俄
・
午
前
　
時
か
ら
電

10

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で
（
先
着

順
）。

■問 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

胸ぷちシアター日程胸

会　場上映作品開始時間開　催　日

小林公民館
こども人形劇

『ブレーメンの音楽隊』
ほか

午前10時8月3日我

総合福祉
センター

こども人形劇
『マッチうりの少女』

ほか
午前10時8月10日我

そうふけ
公民館

こども人形劇
『王様の耳はロバの耳』

ほか
午前10時8月17日我

第１７回
「矢切ビールまつり」
　北総線の夏の風物詩として、すっかり定着
した「矢切ビールまつり」。（後援・北総線沿
線地域活性化協議会）
　今年も、矢切駅前ロータリー広場を会場に、
生ビールやジュースはもちろんのこと、地元
商店が工夫をこらしたおつまみを格安で販売
するほか、特設ステージでのライブパフォー
マンスもお楽しみいただけます。
　真夏の夜は、冷たい生ビールで乾杯しませ
んか。
■時 8月3日我、4日牙午後6時～9時（雨
天決行）。
■場 北総鉄道矢切駅前広場。
■問 北総鉄道㈱企画室（緯047― 445―
1902）。

別所地区の伝統行事「別所の獅子舞別所地区の伝統行事「別所の獅子舞」」
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

鰻
　
月
　
日
我
、
姥
　
月
　
日
我
、

11

16

11

30

厩
　
月
7
日
我
、
浦
　
月
　
日
我

12

12

14

（
全
　
回
）・
午
後
2
時
～
4
時
。

10
■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

胸
講
師
…
浦
和
か
ほ
る
氏
（
船
橋
市

国
際
交
流
協
会
所
属
）。

■対 
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

実
際
に
活
動
で
き
る
人（
経
験
不
問
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
1
街
5
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）。

■申 
8
月
　
日
我
（
必
着
）
ま
で
に
、

10

申
込
書
類（「
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

実
践
講
座
申
込
書
」
お
よ
び
「
ア
ン

ケ
ー
ト
」）に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

左
記
ま
で
持
参
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
。

※
申
込
書
類
は
、
企
画
政
策
課
、
各

支
所
・
出
張
所
・
公
民
館
・
図
書
館

の
窓
口
お
よ
び
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）で
入
手
で
き
ま

す
。

※
選
考
は
、
申
込
書
類
を
選
考
材
料

と
し
て
、
受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
結
果
に
つ
い
て
は
、
申
込
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
4
7
3
・
■メール k
i

k
ak
u
k
a@
m
l.city

.in
zai.c

h
ib
a.jp

）。

「
歴
史
と
文
学
を
感
じ
て
」

　
　
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■時 
8
月
　
日
画
・
午
前
9
時
　
分（
集

12

30

合
・
京
成
電
鉄
大
神
宮
下
駅
前
）
～

　
時
　
分
（
解
散
・
Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
前
）。

12

30

※
小
雨
実
施
。

■内 
船
橋
市
街
地
で
江
戸
時
代
の
面
影

を
残
す
街
並
み
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
を
し

ま
す
（
約
4
娃
）。

■対 
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
。

■定 
　
人
。
■費 
1
0
0
円
。

30
■他 
飲
み
物
、
弁
当
持
参
。　

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

高
度
処
理
型
合
併
処
理
浄
化
槽

補
助
金
申
請
の
再
受
け
付
け

　
市
で
は
、
生
活
排
水
対
策
の
一
つ

と
し
て
補
助
対
象
地
域
内
に
高
度
処

理
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

人
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　
本
年
度
の
申
請
受
付
は
す
で
に
終

了
し
て
い
ま
し
た
が
、
左
記
の
と
お

り
再
受
け
付
け
を
実
施
し
ま
す
。

■対 
こ
れ
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
し
よ
う
と
す
る
人
（
設
置
後
の
申

請
は
で
き
ま
せ
ん
）。

胸
申
請
種
別

①
震
災
申
請
…
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
被
災
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
合
併
処
理

類
）
を
継
続
的
に
収
集
し
、
回
収
業

者
に
売
却
す
る
子
ど
も
会
や
町
内
会

な
ど
の
恒
常
的
に
組
織
さ
れ
て
い
る

団
体
に
対
し
て
、
回
収
量
に
応
じ
て

1
茜
に
つ
き
6
円
の
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
ご
み
の
減
量
化
、
資

源
化
の
た
め
、
登
録
の
上
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
）。

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
食
用
油

（
廃
食
油
）の
拠
点
回
収
を
実
施
中

　
家
庭
で
使
用
し
た
食
用
油
は
、
石

け
ん
・
イ
ン
ク
・
家
畜
の
飼
料
・
燃

料
な
ど
の
原
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

ド
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
。

胸
受
付
予
定
件
数
啻
　
～
　
件
程
度

10

15

（
予
算
の
範
囲
内
）

※
震
災
申
請
を
優
先
し
、
ま
ず
受
け

付
け
し
ま
す
。
震
災
申
請
受
付
終
了

後
、
予
算
に
余
剰
が
あ
る
場
合
に
、

一
般
申
請
は
受
け
付
け
し
ま
す
。

※
申
請
額
が
予
算
額
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
。

※
申
請
の
際
に
は
、
一
度
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
特
に
震

災
申
請
に
つ
い
て
は
、
申
請
可
否
の

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
緯
内

線
3
6
5
）。

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

印
西
市
企
画「私

の
印
西
里
山
自
慢
」

胸
主
催
…
北
総
エ
コ
の
木
の
会
・
手

賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員

会
・
手
賀
沼
水
環
境
保
全
協
議
会
。

■内 
①
基
調
講
演
　
ケ
ビ
ン
・
シ
ョ
ー

ト
さ
ん
の
「
印
西
の
里
山
自
慢
」
②

一
般
応
募
「
私
の
印
西
里
山
自
慢
」

写
真
・
ビ
デ
オ
作
品
発
表
。

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

27

30

4
時
。

■場 
ふ
れ
あ
い
文
化
館
（
原
）。

■定 
1
2
0
人
。
■費 
無
料
。

■申 
8
月
　
日
我（
必
着
）ま
で
に
、
往

24

復
は
が
き
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ
ー
ル

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
同
伴

者
全
員
の
氏
名
（
子
ど
も
は
学
年
）

を
記
入
の
上
、
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

5
3
3
9
・
■メール e

c
o
n
o
k
in
o
k
ai

@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

有
価
物
集
団
回
収
団
体
に

奨
励
金
を
交
付

　
資
源
と
し
て
再
利
用
で
き
る
有
価

物
（
紙
類
・
布
類
・
ビ
ン
類
・
金
属

印
旛
沼
公
開
講
座

「
温
故
知
新
・
い
ん
ば
沼
の
変
貌
と

そ
の
歴
史
的
背
景
」

　
佐
倉
市
と
苛
印
旛
沼
環
境
基
金
が

主
催
で
、
4
回
の
講
座
を
開
催
。

●
第
1
回
「
利
根
川
東
遷
事
業
」

■時 
8
月
　
日
臥
。

27

胸
講
師
…
阿
由
葉
司
氏
（
千
葉
県
立

現
代
産
業
科
学
館
上
席
研
究
員
）。

●
第
2
回
「
江
戸
期
の
掘
割
工

事
」

■時 
　
月
1
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

10

30

3
時
　
分
。

30

胸
講
師
…
鏑
木
行
廣
氏
（
成
田
高
等

学
校
教
諭
）。

●
第
3
回「
吉
植
庄
亮
と
吉
植
農

場
」

■時 
　
月
　
日
臥
。

10

29

胸
講
師
…
五
十
嵐
行
男
氏
（
郷
土
研

究
家
）。

●
第
4
回「
印
旛
沼
開
発
事
業
と

文
化
」

■時 
平
成
　
年
　
月
　
日
臥
。

23

11

26

胸
講
師
…
内
田
儀
久
氏
（
郷
土
歴
史

家
）。

異
文
化
理
解
講
座
の
開
催

　
市
内
在
住
の
外
国
人
と
共
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
異
文
化
理
解
の
向
上
を

目
的
と
し
、
市
内
小
中
学
校
に
勤
務

す
る
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
人
英
語
講
師
）

を
講
師
に
招
い
て
、
母
国
の
生
活
や

文
化
に
つ
い
て
、
英
語
で
紹
介
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。
通
訳
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
9
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

16

　
分
。

30■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

胸
講
師
…
ヒ
ー
ス
・
キ
ー
ガ
ン
氏

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）。

■費 
無
料
。
■定 
　
人
。

30

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

4
7
3
）。

日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
践
講

座
の
開
催

　
日
本
語
が
話
せ
ず
困
っ
て
い
る
市

内
在
住
の
外
国
人
に
日
本
語
を
教
え

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
、

実
践
で
活
躍
す
る
人
を
講
師
に
招
き
、

実
体
験
を
交
え
な
が
ら
、
現
場
で
す

ぐ
に
役
立
つ
知
識
や
教
え
方
を
学
ぶ

た
め
の
講
座
で
す
。
意
欲
が
あ
り
、

実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
人
は
ぜ
び
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
臼
9
月
　
日
我
、
渦
　
月
5
日
我
、

28

10

嘘
　
月
　
日
我
、
唄
　
月
　
日
我
、

10

12

10

19

欝
　
月
　
日
我
、
蔚
　
月
9
日
我
、

10

26

11

（９）平成２３年（２０１１）８月１日号

※
各
講
座
と
も
、
時
間
は
午
後
1
時

　
分
～
3
時
　
分
、
会
場
は
ミ
レ
ニ

30

30

ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉
に
な
り
ま
す
。

■定 
各
講
座
　
人
。

90

■申 
電
話
の
み
で
の
受
け
付
け
。
各
講

座
と
も
開
催
2
週
間
前
ま
で
に
、
受

講
希
望
者
本
人
の
氏
名
、
連
絡
先
電

話
番
号
、
受
講
を
希
望
さ
れ
る
講
座

を
左
記
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
（
先

着
順
）。

※
受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
8
時

　
分
～
午
後
5
時
。

30■問 
佐
倉
市
役
所
環
境
保
全
課
（
緯
0

4
3
―
4
8
4
―
4
2
7
8
）。

印
西
市
合
併
記
念

　
　
　
　
印
旛
ふ
る
さ
と
祭
り

■時 
8
月
　
日
臥
・
午
後
5
時
　
分
～

13

30

　
時
（
雨
天
の
場
合
、
翌
日
に
順
延
）。

10■場 
印
旛
中
央
公
園
多
目
的
運
動
広
場

（
瀬
戸
）。

■内 
合
併
一
周
年
を
記
念
し
て
花
火
の

打
ち
上
げ
、
盆
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■問 
印
旛
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員

会
・
桜
井
（
緯
碓99 
0
5
7
7
）。　

浄
化
槽
を
新
設
す
る
人
（
家
の
新
築

な
ど
に
あ
わ
せ
て
）
の
申
請
。

②
一
般
申
請
…
通
常
に
合
併
処
理
浄

化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
人
の
申

請
。

胸
申
請
受
付
期
間

①
震
災
申
請
啻
9
月
1
日
牙
、
2
日

画
、
5
日
俄
・
午
前
9
時
～
午
後
5

時
。

②
一
般
申
請
啻
9
月
6
日
峨
、
7
日

我
、
8
日
牙
・
午
前
9
時
～
午
後
5

時
。

胸
申
請
受
付
場
所
　
環
境
保
全
課

（
本
庁
舎
2
階
）。

■申 
申
請
書
類
を
申
請
者
本
人
ま
た
は

ご
家
族
が
窓
口
へ
ご
持
参
く
だ
さ
い

（
窓
口
で
身
分
証
明
書
の
提
示
を
い

た
だ
き
ま
す
）。
書
類
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

環
境

が
可
能
で
す
。
ご
み
の
減
量
や
水
質

保
全
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
た
め
に

も
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■場 
①
ク
リ
ー
ン
推
進
課
②
船
穂
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
③
中
央
公
民

館
④
永
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

⑤
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
⑥
ふ

れ
あ
い
文
化
館
⑦
中
央
駅
前
セ
ン

タ
ー
⑧
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
⑨
印
旛

支
所
⑩
本
埜
支
所
⑪
印
旛
公
民
館
⑫

滝
野
出
張
所
⑬
平
賀
出
張
所
（
市
内

　
カ
所
、
各
施
設
の
休
館
日
な
ど
に

13ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
。

　
市
で
は
、
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
や

パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
等
に
よ
り
、
大

規
模
な
不
法
投
棄
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
依
然
と
し
て
悪
質
な
不
法
投
棄

は
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

【
県
内
の
不
法
投
棄
事
例
】

　
土
地
を
資
材
置
き
場
と
し
て
貸
し

た
と
こ
ろ
、
廃
棄
物
が
持
ち
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
相
手
に
確
認
し

て
み
る
と
「
一
時
的
に
保
管
し
て
い

る
だ
け
で
、
す
ぐ
に
片
付
け
る
」
と

の
こ
と
で
、
し
ば
ら
く
待
つ
こ
と
に

し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
も
、
廃
棄
物
は

持
ち
込
ま
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
廃

棄
物
の
山
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
相

手
に
連
絡
し
た
が
、
電
話
は
つ

な
が
ら
ず
、
す
で
に
逃
げ
て
し

ま
っ
た
後
で
あ
っ
た
。

【
不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う
、

土
地
な
ど
の
適
正
な
管
理

を
】

●
自
分
の
土
地
な
ど
は
こ
ま
め

に
足
を
運
び
、
定
期
的
に
監
視

す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
土
地
や
倉
庫
を
貸
す
際
は
、

相
手
方
や
事
業
内
容
を
確
認
し

た
上
で
、
必
ず
書
面
で
契
約
を

結
び
ま
し
ょ
う
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
不
法
投
棄

対
策
班
　（
緯
内
線
3
8
5
）。

 不
法
投
棄
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う

適正な管理で不法投棄を未然に防ぎましょ適正な管理で不法投棄を未然に防ぎましょうう

胸異文化講座10月以降の予定胸

会場期日

小林コミュニティプラザ10月21日画

サザンプラザ11月17日牙

中央公民館12月15日牙

ふれあい文化館平成24年
1月20日画

ふれあいセンターいんば2月17日画

※時間は午後2時～3時30分。



印西市役所緯碓42 5111　　http://www.city.inzai.chiba.jp

日時（祝・休日除く）会　場
１4日蚊、28日蚊・11：00～大森図書館（おはなし室）

２7日臥・11：00～小林図書館（遊戯室）

１3日臥、27日臥・1１：00～そうふけ図書館（おはなしのへや）

4日牙、11日牙、１8日牙、25日牙・15：30～小倉台図書館（おはなし室）

２０日臥・1０：３0～本埜図書館（おはなしコーナー）

おはなし会
　図書館では定期的におはなし会を行っています。紙芝居
や大きな絵本など、楽しいおはなしをご用意してお待ちして
います。
　８月の日程は下記のとおりです。

【子育て相談】
会場日時

中央駅前子育て支援センター緯碓４６ ５１１１毎週火～日曜日13：00～16：00
小林子育て支援センター緯碓８０ ８７００毎週月～土曜日13：00～16：00
西の原保育園こあら緯碓４５ ０２９１毎週月～金曜日13：00～15：00
草深ふれあい市民センター内・そうふけつどいの広場緯碓４７ ７８8０毎週火～土曜日  9：00～16：00
しおん保育園（しおんひろば）緯碓46 １３２９毎週月～金曜日10：00～15：00
滝野子育て支援センター　緯碓９７ １８２２毎週火～日曜日 13：00～16：00
山ゆり保育園（ぴよぴよクラブ）緯碓９８ 3773毎週月～金曜日  9：00～1１：３0

平成２３年（２０１１）８月１日号（１０）

【児童館】主な対象：18歳未満の子どもとその保護者
対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名

水あそび。対象：2歳～３歳児とその
保護者。当日自由参加。詳細はおた
より「たけのこ」を参照。

すこやか
　　キッズ

５日画
10：30～１２：０0

中央駅前
児童館
（緯○４６ ５１１１）

おばけ投影機を作ろう。対象：４歳児
～中学生。先着２０人。

あそびの
    ポケット

２０日臥
14：00～16：00

バドミントンやボールで自由に遊
ぶ。自由参加。4歳～18歳未満の
子と保護者。上履きを持参。

レクホールで
遊ぼう

毎週土曜日
13：30～16：45

遊戯室：小学生～高校生専用。
集会室：就学前の子と保護者専用。

部屋の利用に
ついて

夏休み期間中
９：00～１７：０0

そうふけ
児童館
（緯○４5 ３８００）

多目的室を開放。バドミントンを
しょう。対象：小学生～高校生。当日
自由参加。

わんぱくランド
4日牙、11日、
１８日牙、２５日牙
１5：00～16：45

８月はお休みです。ほっぺにチュッ！
軽スポーツでふれあいを。対象：小
学生～１８歳未満の子と保護者、高
齢者。自由参加。

ファミリー
スポーツ広場

毎週土曜日
14：00～16：00子ども

ふれあい
センター
（緯○４２ ０１４４）

グループでの勉強やダンスの練習
などをしたい人達に空いているお
部屋を提供。対象：小学生～１８歳未
満の子。

あそびの広場
夏休み期間中
９：00～1７：00
（休所日を除く）

対象：未就学児と保護者。当日自
由参加。持物と注意事項は、上記
「マメタのぽんぽこ広場」参照。

フルーツランド
「水あそび」

４日牙、１１日牙、
１８日牙、２５日牙
1０：４0～11：５０いんば児童館

（緯碓80 3950） 「ミニ万華鏡作り」。対象：小学生。
先着２０人。当日受け付け。先着
１５名。

キラキラキッズ２４日我
1４：０0～1５：00

【施設を利用するにあたってお願い】
今年の夏も暑くなることが予想されます。来所する際は、帽子をかぶり、汗拭きと飲み物
をご持参ください。

子育て情報コーナ子育て情報コーナーー
【子育て支援センター】　主な対象：就学前の子どもとその保護者

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
①水あそび。対象：０歳児～１歳児
の子と保護者。当日自由参加。詳細
はおたより「たけのこ」を参照。

にこにこ
　　ハッピー

4日牙
10：30～12：00

中央駅前子育て
支援センター
（緯○４６ 5111）

カレンダー作り「フルーツ」とお話
しシアター。９：００～１１：３０まで
好きな時間に来てください。当日自
由参加。

なんなん
　　　何の日

２３日峨・２４日我
9：00～11：30

８月生まれのお友だちをお祝いしま
しょう。対象：未就学児まで。２日
峨１０：００から電話・窓口で受け付
け。

誕生会２７日臥
11：00～1２ ：00 

対象：３カ月～１歳６カ月児とその
保護者。テーマ「寝冷えと夏風邪」。電話・
窓口で予約。当日受け付けも可。

バブバブ
　　クラブ

３日我・２４日我
10：00～

小林子育て
支援センター
（緯碓80 8700）

暑い夏！水遊びを思いっきり楽しみ
ましょう。対象：全利用者。当日自由
参加。

プール遊び２６日画まで
ほぼ毎日

対象：就学前児とその保護者。保育園
２歳児と一緒に楽しみましょう。電
話・窓口で予約。当日受け付けも可。

リズム交流３１日我
10：１５～１０：４５

親子で遊べる場所やコーナー遊びを
提供。広場は１０：００～１４：００まで
開催。各コーナー遊びは左記の時間
になります。

簡単クラフト毎週水曜日
１０：00～1１：１５

こぎつね
コンタの広場
（ふれあい文化
館内緯碓４５ ３８００）

元気に遊ぼう
（水遊び）

毎週木曜日
１０：00～1１：00

手遊びやうた
遊び、お話シ
アター

毎週金曜日
１１：３0～1１：４５

今月は中庭で水遊びをしたり、お話
を聞いたりして楽しみましょう。自
由参加。天気の良い日に中庭でラン
チを楽しみましょう。今月の手遊び
は「あじのひらき」「さかながはね
た」です。

おいでよ！
わくぽか広場

毎週水～金曜日
9：00～14：00

わくわく
ぽかぽか広場
（総合福祉
センター内
緯○４２ ０１４４） ８月生まれのお友達をお祝いしよう。

対象：０歳児～未就学前児とその保
護者。当日自由参加。

誕生会２５日牙
13：00～13：２０

親子で遊べる場所やコーナー遊びが
できる広場。広場は１０：００～１５：
００まで開催。水あそびに参加する
お子さんは、当日の朝、必ず体温を
測ってきてください。水着または、
水遊び用おむつ、帽子、サンダル、
バスタオル持参。
２６日画は『音楽でゴー・ゴー！ス
ペシャル』を開催。詳しくは、おた
より「ぽんぽこ通信」を参照。

スタンピング
　　　　あそび

毎週水曜日
１０：00～1５：00

マメタの
ぽんぽこ広場
（いんば児童館
緯○８０ ３９５０）

水あそび毎週木曜日
１０：４0～1１：５０

音楽で
　ゴー・ゴー！

毎週金曜日
１１：４0～１１：５５

保育士と体操やリズム遊びをしたり、
絵本やパネルシアターの読み聞かせ。
当日自由参加。

ぽっかぽか
　　タイム

毎週火曜日から金曜
1１：３５～１１：５５滝野子育て

支援センター
緯○９７ １８２２

身長・体重測定ができます。大きくな～れ！１６日峨～１９日画
１０：００～1１：５0

対象・持ち物 など事業名日時（祝・休日除く）施設名
講師：金裕晶氏。対象：未就学児とそ
の保護者。保育あり先着１１組。参加
費５００円。２日峨・９：００から窓口で
受け付け。

母親講座
「韓国料理に挑戦」

9日峨
１0：30～１２：００

つどいの広場
（緯○４７ ７８８０）

「シースルーうちわ」。節電対策に
涼やかなうちわを作りましょう。
対象：1歳半までの親子先着20組。
２日峨・9：00から窓口・電話で受
け付け。

「ミニチェ
リーランド」

２３日峨
11：00～

①お話と手遊び・リズム・ラララ
ン・絵本ガイド・ベビーマッサー
ジ・測定・水遊び。②ベビー＆マ
マYOGA・お誕生会・エアロビ。

講座
（①自由参加）
（②要申し込み）

１１：０0～１１：３０

親子ふれあい遊びや絵本の読み聞
かせ、水遊び、壁面制作など。対象：
俄2歳～就学前児、我1歳児、画0
歳児。

こあらっこ
　　　タイム

毎週月、水、金曜日
10：30～11：30

西の原保育園
こあら
（緯碓４５ ０２９１）

どんな音がするのかな、親子で風
鈴を作り夏の風情を楽しみましょ
う。当日自由参加。

音色で遊ぼう！
手作り風鈴

９日峨
1０：３０～11：３０

８月生まれのお友だちをお祝いし
ましょう。対象：０歳～就学児前
児と保護者。当日自由参加。

誕生会１８日牙
10：30～11：30

制作、リトミック、英語など親子
で楽しめるさまざまな活動。詳し
くは「てんとうむしだより」参照。

てんとうむし
で遊ぼう毎週火、水、木曜日

9：30～14：30原山保育園
（みんなのおへ
や緯碓４７ ６６33）

常勤の看護師による子育てや健康
の相談。最終水曜日は身体測定。

子育て相談＆
身体測定

８月はおやすみです。園庭開放毎週火、水、木曜日
11：00～12：00

室内の広場を開放しています。親
子で自由に遊べるスペースです。
詳しくは「しおん広場便り」を参照。

ＪｏｙＪｏｙ
クラブ

毎週月～金曜日
９：0０～１２：００
１３：００～１５：0０

しおん保育園
（しおんひろば
緯○４６ １３２９）

しおんひろばの開催時間内に開催。
峨・牙は親子制作工作など。我・画
はダンス・ゲームなど。自由参加。

チャレンジ
　　　クラブ

毎週火、水、金曜日
１０：２０～１０：５０
毎週木曜日

１１：３０～１２：００
保護者の責任のもと、指定された
遊具や砂場で遊べます。園庭開放毎週月～金曜日

1１：０0～1２：０0
身長・体重が自由に測れます。また手
形、足形をとってカードに記録がで
きます。

すくすく週間１日俄～５日画
９：０0～11：１５

山ゆり保育園
（ぴよぴよくら
ぶ緯○９８ ３７７３）

８月生まれの友だちをお祝いしよ
う。対象：０歳児～未就学児とその
保護者。自由参加。

誕生会８日俄
11：00～11：30

園長先生手作りのアスレチックで思
いきり体を動かして遊びましょう。

きらきらの森
開放日

１日俄、２９日俄、
３０日峨、３１日我
１０：０0～1１：００

※要予約。栄養士による講座と試
食会。詳しくはHP内の子育て支
援のページで毎月ご案内していま
す。

栄養相談
2日峨、9日峨、
23日峨、３１日我
10：00～12：00

銀の鈴保育園
（かんがる～広
場）
緯碓47 7566
HP
（http://ginn�
osuzu.azalee.
or.jp/）からも
予約ができます。
活動のある日は
14：00まで
お部屋を開放し
ています。

看護師による講座と健康相談、身
体測定。詳しくはHP内の子育て
支援のページで毎月ご案内してい
ます。

発育相談
すこやか講座

４日牙、１0日我、
２５日牙

9：45～10：30

制作、リズム、お話など。詳しく
はHP子育て支援のページ参照。
※31日我13：00～親子英語教
室開催。電話で予約。

子育て支援
３日我、１1日牙、
２４日我、30日峨、

３１日我
9：45～10：30

【公園で遊ぼう（支援センターから）】11：00～11：45※雨天時中止
担当センター内　容会　場日　時

（祝・休日除く）
西の原保育園こあら
（緯○４５ 0291）

運動遊び
※雨天決行松山下公園総合体育館（多目的室）２日峨

中央駅前子育て支援センター
（緯○４６ 5111）

集まれ！駅前
ひろば　親子
ふれあい遊び

イオンモール３階イオンホール２６日画

小林子育て支援センター
（緯○８０ 8700）

夏の遊び
おもちゃ作り

そうふけふれあい文化館（草深）２日峨

総合福祉センター（木下）３０日峨
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※祝・休日は実施していません。今月の各種相談
問い合わせ会　　　　場日　　　　時相　談　名

市民課窓口班
緯内線235・238

市役所会議棟２階

１２ 日画、２３日峨
10：00～12：00、13：00～15：00
【当日8：45から受け付け】※先着8人

市民生活相談
相談員による日常の諸問題（家族・
近隣関係など）

１２ 日画、２３日峨
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】
※日にちにより弁護士が異なります。
※12日は先着10人、23日は先着20人。

法律相談
弁護士による法律相談

市民安全課市民安全班
緯内線712・713

１２ 日画
10：00～12：00、13：00～15：00

【当日8：45から受け付け】

交通事故相談
交通事故相談員による相談

秘書広報課広報広聴班
緯内線418・419

行政相談
行政相談員による行政（国・県含む）
に対する苦情など

市民課戸籍班
緯内線232・233

人権相談
人権相談員による相談

印西市消費生活センター
緯碓４２ ３３０６

市役所附属棟
消費生活センター

毎週月、火、水、金曜日
10：00～12：00、13：00～16：00

【電話相談も可】

消費生活相談
消費生活相談員による商品品質、訪
問販売の苦情などの相談

印西市商工会
緯碓４２ 2750

中央公民館1階
第一会議室

１４日蚊
10：00～12：00、13：00～15：00

【事前予約優先】

住宅相談
商工会工業部会によるリフォームな
どの相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180直通市役所

毎週月～金曜日
9：00～16：00
【電話相談も可】

家庭児童相談
家庭相談員による18歳までの子ど
もについてなどの各種相談

社会福祉協議会
（総合福祉センター内）
緯碓４２ 0294

総合福祉センター
毎週水、金曜日

10：00～12：00、13：00～15：00
心配ごと相談
心配ごと相談員による悩みごと相談

教育相談専用電話
緯碓４７ 7830教育センター

毎週月～金曜日
9：30～12：00、13：00～15：30

教育相談
教育相談員による小・中学校の教育
に関する相談

毎週月～金曜日
9：00～17：00

子ども相談室
小・中学生からの悩み相談

家庭児童相談室
緯碓４２ 5180市役所附属棟2階

４日牙、１８日牙
10：00～12：00、13：00～16：00
【予約制・1人50分・電話相談も可】

女性の悩み相談
女性が抱えている悩み全般

平成23年1月1日～平成23年6月30日
死者数傷者数人身事故発生数
78人13,478人10,982件千 葉 県
7人346人282件印西警察署管内
6人197人167件印 西 市 内

全国死者数327人　千葉県－全国ワースト11位－

胸交通事故発生状況胸

平成2３年６月3０日現在
昨年との比較今年の累計６月

　＋９件３２件２件火災
　＋３３９件1,638件２４５件救急

＋４件１９件3件救助

胸火災等発生件数（印西市内）胸
今月の市民課窓口業務の土曜・日曜開庁日程は、
胸市役所本庁…13日臥・27日臥（8：30～17：15）。
胸印旛支所… 20日を除く、毎週土曜日（8：30～　
　12：00）。
胸滝野出張所…20日を除く、毎週土・日曜日（8：30
　～17：15）です。
※8月20日臥は本庁の電気設備保安点検のため、
　印旛支所と滝野出張所の開庁は中止です。

転入者のみなさんへ保健センター通信 中央保健センター
（緯碓４２ ５５９５）

時　間会　場対　象内　容日　付

受け付け／９：４５～１０：００
中央保健センター

Ｈ23年３月生まれ

４カ月児相談
４日牙

受け付け／１３：３０～１３：４５Ｈ23年４月生まれ

受け付け／９：４５～１０：００ふれあいセンター
いんばＨ23年３～４月生まれ２２日俄

受け付け／９：４５～１０：００
高花保健センター

Ｈ2３年1月～2月生まれもぐもぐ教室
（離乳食教室）

１１日牙

本埜保健センター３０日峨

受け付け／13：30～１3：45
高花保健センター

Ｈ22年１０月～１１月生まれかみかみ教室 
（離乳食教室）

１１日牙

本埜保健センター３０日峨

受け付け
１３：００～１３：３０

開始
１３：００～

高花保健センターＨ2２年１月生まれ
１歳６カ月児健診

５日画

中央保健センターＨ2２年１月～２月生まれ2６日画

ふれあいセンター
いんば

Ｈ21年
４月～６月生まれ

２歳児歯科健診

２日峨

高花保健センターＨ2１年５月生まれ９日峨

中央保健センターＨ２１年
５月～６月生まれ

2４日我

高花保健センターＨ20年２月生まれ

３歳児健診

１９日画

ふれあいセンター
いんばＨ20年２月～３月生まれ２３日峨

本埜保健センターＨ20年１月～３月生まれ３１日我

※離乳食教室は、開催の１週間前までに中央保健センターへお申し込みください。
試食費１００円。詳しくはお知らせをご覧ください。

■乳幼児健診・相談・教室

　     ●予防接種、乳幼児健診・相談・教室を受ける場合●
　ガイドブックの中にある予診票を記入し持参。保護者の同伴が
必要です。
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人
）。

胸
市
外
に
通
学
し
て
い
る
小
学
６
年
生
（
第
２
期
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
）
の
予
防
接
種
、
な
ら
び
に

小
学
6
・
中
学
１
年
生
お
よ
び
高
校
2
・
３
年
生
相
当
年
齢
の
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
M
R
）
予
防
接

種
は
、
個
別
接
種
と
な
り
ま
す
の
で
、
未
接
種
の
人
は
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●プレママクラス８月(3回)対象は市内在住の妊婦と家族※申込制
時　間内　容会　場日　付

１３:０0～
　1６:00

妊娠中の過ごし方（助産師さん
のお話）妊婦体操など高花保健

センター

１日俄
第２回

プレ子育て体験（沐浴・おむつの
替え方など）

８日俄
第３回

■妊婦対象（栄養や日常生活の相談など）

■予防接種
時　間会　場対　象内　容日　付
１３：３0
～１３：５０高花保健センター

生後４カ月～
７歳６カ月未満ポリオ３日我

●健康づくり相談　※予約制
時　　　間会　場日　付

１０：００～１２：００

本埜保健センター 9日峨
中央保健センター10日我
ふれあいセンターいんば１１日牙
高花保健センター2６日画

※上記日程以外でも来所または電話で、健康づくり相談を行ってい
ます。担当者不在の場合もありますので、来所の際はあらかじめ中
央保健センターまでご連絡ください。

■一般対象（血圧測定ほか、生活習慣病予防・栄養相談など）

●パパママクラス８月　対象は市内在住の出産を迎える夫婦※申込制
時　間内　容会　場日　付
１3:00～
　1６:00

プレ子育て体験（オムツの替え
方・沐浴など）、妊婦疑似体験

高花保健
センター２７日臥

夜、子どもが急に具合が悪くなったら
印旛市郡小児初期急病診療所（休日・夜間のみ）

佐倉市健康管理センター内（佐倉市江原台２－２７）
午後７時～翌朝６時平日・土曜日診療時間 午前９時～午後4時45分・午後７時～翌朝６時日曜・祝日、年末年始

緯０４３－４８５－３３５５（診療時間内のみ）電話番号

こども急病電話相談
　受診したほうが良いのか、様子を見ても大丈夫なのか。看護師や小児科医が電話
でアドバイスします。

午後７時～１０時毎日相談時間
緯＃８０００（局番なし）プッシュ回線電話番号
緯０４３－２４２－９９３９ダイヤル回線・携帯電話

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話市長談話室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室
（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシスススススススススススススススススススス（オアシス）））））））））））））））））））））

　市長と直接対話のできる市長談話室。
下表の日程（変更の場合あり）で開設して
います。予約は不要です。
架秘書広報課広報広聴班（緯内線418・
419）。

午後2時
　～4時

午前10時
　～正午

○８月1１日牙
市役所市民課隣

市税などの
「夜間・休日収納窓口」
　2７日臥は8：30～12：30、３１日我
は20：００まで、収納窓口を開設してい
ます。
　また、納付相談も随時行います。短
期保険証の更新を希望する人は、事前
（休日の場合は前日まで）にご連絡くだ
さい。
胸開設場所…市役所国保年金課。
※出入口は正面玄関をご利用ください。
胸取扱税（料）目…市民税・県民税、固定
資産税・都市計画税、軽自動車税、国
民健康保険税、介護保険料および後期
高齢者医療保険料。
胸必要書類…納税通知書など、短期保
険証の更新の場合は保険証、納付相談
の場合は印鑑。
架市民税課収納管理班（緯内線３１６）、
国保年金課保険税班（緯内線281）、国
保年金課高齢者医療年金班（緯内線
299）、介護福祉課介護保険班（緯内線
277）。

●プレママ歯ッピー講座　対象は市内在住の妊婦※申込制
時　間内　容会　場日　付
１3:00～
　1６:00

歯科医師による講義・健診、歯科衛
生士によるブラッシング指導など

高花保健
センター２９日俄
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（評）鳥の躍動感がこちらま
で伝わってくる作品。瞬間
をうまくとらえている。

第２０回　ふるさと発見フォトコンテスト

怯佳作
怯捕ったぞー（発作橋）
怯太田克己（木下東）

じゃこゴーヤいため

 平
成
　
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た

22

　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
の
傾
向

いろいろ食べて生活習慣病予防！
　材料（４人分）
ゴーヤ大1本、ちりめんじゃこ３０扱、塩小
さじ２、酒大さじ４、しょうゆ大さじ１、砂
糖大さじ１、ごま油大さじ１、塩・コショウ
適量。　
　作り方
①ゴーヤは縦半分に切り、種とワタをス
プーンでとり、5㎜幅くらいに切る。
②●１ のゴーヤを、塩（小さじ２）を加えた熱
湯で1分間くらいゆで、ざるに上げて水気を
切る。
③フライパンにごま油を熱して、ゴーヤを
いため、じゃこと調味料を加え混ぜながら
汁けがなくなるまでいためる。
★１人分の栄養価★
エネルギー 80kcal、たんぱく質3.9g、脂質
3.3ｇ、カルシウム 48mg、塩分1.4ｇ。　
提供…地区健康推進員のみなさん

印西市観光協会主催

平成２３年（２０１１）８月１日号（１２）

【
相
談
件
数
が
倍
増
】

　
印
西
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は

悪
質
商
法
や
契
約
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

市
民
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

平
成
　
年
度
は
、
消
費
生
活
相
談
の

22

件
数
が
2
0
1
件
で
前
年
に
比
べ
て

倍
増
し
ま
し
た
。（
前
年
件
数
1
0

3
件
）。

　
こ
れ
は
、
悪
質
商
法
な
ど
が
相
変

わ
ら
ず
増
え
て
い
る
現
状
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
出
会
い
系
・
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
ト
ッ
プ
】

　
例
年
、
相
談
の
多
か
っ
た
フ
リ
ー

ロ
ー
ン
・
消
費
者
金
融
な
ど
の
金
融

に
関
す
る
相
談
は
2
位
に
な
り
、
携

帯
を
使
っ
た
出
会
い
系
サ
イ
ト
、
パ

ソ
コ
ン
の
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト
な
ど
の

相
談
が
ト
ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ラ
ブ
ル
で
は
、
一
度
支

払
っ
た
お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
が
大

変
困
難
で
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
解

決
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
家
庭
内
で
も
よ
く
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
】

　
相
談
室
は
、
平
成
　
年
度
か
ら

23

「
印
西
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
と

し
、
相
談
日
が
週
4
日
に
増
え
ま
し

た
。
相
談
員
一
同
、
心
も
新
た
に
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
機
能
向
上
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

■問 
印
西
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
・
市

役
所
附
属
棟
2
階
（
毎
週
月
、
火
、

水
、
金
曜
日
・
午
前
　
時
～
午
後
4

10

時
・
緯
○42 
3
3
0
6
）。

　
出
生
時
の
体
重
が
2
街
5
0
0
ｇ

未
満
の
低
出
生
体
重
児
が
増
え
て
い

ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態
統
計
に

よ
る
と
、
低
出
生
体
重
児
の
割
合
は

　
年
ご
ろ
の
5
・
1
％
か
ら
、　
年

75

09

は
9
・
6
％
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
要
因
と
し
て
、
女
性
の
喫
煙
率
の

増
加
、
近
年
の
若
い
女
性
の
ダ
イ

エ
ッ
ト
志
向
の
高
ま
り
や
産
後
の
体

形
変
化
へ
の
心
配
か
ら
、
や
せ
す
ぎ

の
妊
婦
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
低
体
重
の
女
性
は
、
妊
娠

を
す
る
と
母
体
が
胎
児
の
発
育
に
必

要
な
栄
養
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が

難
し
く
、
低
体
重
児
を
出
産
す
る
リ

ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
低
体
重
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
、

成
人
に
な
っ
て
か
ら
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
生
活
習
慣
病
を
発
症
す
る
危

険
が
高
い
と
い
う
研
究
結
果
が
で
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
研
究
結
果
か
ら
も
、
現

在
で
は
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
生

活
習
慣
病
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
妊
娠

中
の
適
切
な
栄
養
の
確
保
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
妊
娠
中
の
体
重
増
加
は
、
妊
娠
前

の
体
重
（
茜
）
÷
身
長
（
斡
）
÷
身

長
（
斡
）
で
算
出
す
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
　
・
18

5
未
満
は
9
～
　
㎏
、
Ｂ
Ｍ
Ｉ
　
・

10

18

5
以
上
　
・
0
未
満
は
7
～
　
茜
、

25

12

Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
　
・
0
以
上
の
妊
婦
は
5

25

～
7
茜
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
妊
娠
を
望
む
女
性
は
、

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
た
め
に
も
、

妊
娠
前
か
ら
適
正
な
体
重
管
理
と
栄

養
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
よ
う
心
掛
け
て

ほ
し
い
も
の
で
す
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓42 
5
5

9
5
）。

～ 40 ～

消費生活

知知っっ得得！！

 低
出
生
体
重
児
に
生
活

習
慣
病
の
リ
ス
ク

－１０１－

碓碓1８1８５５ 

胸平成22年度商品役務別相談内容ベスト５（件）胸

食料品
乗用車

教養娯楽品
金融商品・サラ金等

出会い系・
アダルトサイト等

12
13

17
28
31

こちら編集こちら編集室室

秘書広報課広報広聴班

よ
く
見
…
よ
く
聞
き
…

　
　
　
　
正
し
く
お
知
ら
せ

　
古
新
田
地
区
の
区
長
さ
ん
か
ら
情

報
を
い
た
だ
き
、
同
地
区
の
「
北
向

き
の
地
蔵
」
開
眼
式
を
取
材
。

　
仏
像
は
南
向
き
に
置
か
れ
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
お
地
蔵
さ

ま
は
、
北
向
き
に
置
か
れ
て
い
る
珍

し
い
仏
像
。
震
災
で
倒
れ
た
こ
の
お

地
蔵
さ
ま
、
地
域
に
縁
の
あ
る
人
が

新
し
く
像
を
寄
進
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
お
地
蔵
さ
ま
が

身
代
わ
り
に
な
っ
て
、
地
震
か
ら
古

新
田
地
区
を
守
っ
て
く
れ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
碓儀 

▲地元で親しみ、愛されて
いる「北向きの地蔵」
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